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序  文 
 

独立行政法人国際協力機構は、タジキスタン共和国の貧困農民支援にかかる協力準備調査を実

施し、平成21年12月5日から12月22日まで調査団を現地に派遣しました。 

調査団は、タジキスタン国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査

を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成23年8月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

農村開発部長 熊代 輝義 
 

 



 

 

 
  

写真1：旧ソ連製コンバイン/Dangara郡にて 

1980年代のコンバインであるが、現在も使

用中とのこと 

写真2：テムルマリク農業機械サービスセンタ

ープラウ（3連） 

  

写真3：穀物用脱穀機 

コンバイン不足のため、手刈りされたコム

ギを脱穀するために使用する。 

写真4：トラクター作業風景/Dangara郡にて 

1983年ベラルーシ製MTZ 

 

  

写真5：タジクアグロリージング公社のDushanbe

倉庫 

線路が引き込んでいるのに加え、空港から

1.5kmとアクセスがよい。 

写真6：タジクアグロリージング公社のスペア

パーツ保管倉庫 

パーツは管理簿にて種類・数量が管理され

ている。 
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DAC ：Development Assistance Committee / 開発援助委員会 

FAO ：Food and Agriculture Organization of the United Nations / 国際連合食糧農業機関 

GDP ：Gross Domestic Product / 国内総生産 

GNI ：Gross National Income / 国民総所得 

GNP ：Gross National Product / 国民総生産 

KR ：Kennedy Round / Japanese grant assistance for the food aid project/ 食糧援助 

JICA ：Japan International Cooperation Agency / 独立行政法人 国際協力機構 

JICS ：Japan International Cooperation System / 財団法人 日本国際協力システム 

NADF ：National Association of Dekhkan Farms / 全国デフカン協会 

NDS ：National Development Plan / 国家開発戦略 

NGO ：Non-Governmental Organization / 非政府組織 

ODA ：Official Development Assistance / 政府開発援助 

PRS ：Poverty Reduction Strategy / 貧困削減戦略 

SSC ：State Statistical Committee / 国家統計委員会 

UKaid ：英国国際開発省（the Department of International Development, DFID）の使用するロゴマ

ーク。日本のODAマークに相当する。 

WFP ：World Food Programme / 世界食糧機関 

                             
1 1964年以降の関税引下げに関する多国間交渉（ケネディ・ラウンド）の結果、穀物による食糧援助に関する国際的な枠組み

が定められ、我が国では1968年度より食糧援助が開始された。上記経緯から我が国の食糧援助はケネディ・ラウンドの略称

であるKRと呼ばれている。その後、開発途上国の食糧問題は基本的には開発途上国自らの食糧自給のための自助努力により

解決されることが重要との観点から、1977年度に新たな枠組みとして食糧増産援助を設け農業資機材の供与を開始した。本

援助は食糧援助のKRの呼称に準じ2KRと呼ばれている。2005年度に食糧増産援助は貧困農民支援となり従来の食糧増産に加

え貧困農民・小規模農民に併せて裨益する農業資機材の供与をめざすこととなったが、本援助の略称は引き続き2KRとなっ

ている。なお、食糧増産援助/貧困農民支援の英名はIncrease of Food Production / Grant Assistance for Underprivileged Farmersで

ある。 

 



 

 

単位換算表 
 

面積 

名称 記号 換算値 

平方メートル m2 （1）

アール a 100

エーカー ac 4,047

ヘクタール ha 10,000

平方キロメートル km2 1,000,000

 

容積 

名称 記号 換算値 

リットル ℓ （1）

ガロン（英） gal 4.546

立法メートル m3 1,000

 

重量 

名称 記号 換算値 

グラム g （1）

キログラム kg 1,000

トン MT 1,000,000

 

 

円換算レート（2010年3月） 

USD 1 = 約92.81円（3月閣議レート） 

1円 = 約4.35ソモニ 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ 調査の背景と目的 

 （1）背景 

日本国政府は、1967年のガット・ケネディラウンド（KR）関税一括引き下げ交渉の一環と

して成立した国際穀物協定の構成文書の一つである食糧援助規約2に基づき、1968年度から食

糧援助（以下、｢KR｣という）を開始した。 

一方、1971年の食糧援助規約改訂の際に、日本国政府は「米又は受益国が要請する場合に

は農業物資で援助を供与することにより、義務を履行する権利を有する」旨の留保を付した。

これ以降、日本国政府はKRの枠組みにおいて、米や麦などの食糧に加え、食糧増産に必要と

なる農業資機材についても被援助国政府がそれらを調達するための資金供与を開始した。 

1977年度には、農業資機材の調達資金の供与を行う予算をKRから切り離し、「食糧増産援助

（Grant Aid for the Increase of Food Production）（以下、後述の貧困農民支援とともに「2KR」

という）」として新設した。 

以来、日本国政府は、「開発途上国の食糧不足問題の緩和には、食糧増産に向けた自助努力

を支援することが重要である」との観点から、2KRを実施してきた。 

2003年度から外務省は、2KRの実施に際して、要望調査対象国の中から、予算額、我が国と

の二国間関係、過去の実施状況等を総合的に勘案した上で供与対象候補国を選定し、JICAに

調査の実施を指示することとした。 

 

また、以下の3点を2KRの供与に必要な新たな条件として設定した。 

① 見返り資金の公正な管理・運用のための第三者機関による外部監査の義務付けと見返

り資金の小農支援事業、貧困対策事業への優先的な使用 

② モニタリング及び評価の充実のための被援助国側と日本側関係者の四半期に一度3の意

見交換会の制度化 

③ 現地ステークホルダー（農民、農業関連事業者、NGO等）の2KRへの参加機会の確保 

 

更に、日本政府は、世界における飢えの解消に積極的な貢献を行う立場から、食糧の自給

に向けた開発途上国の自助努力をこれまで以上に効果的に支援して行くこととし、裨益対象

を貧困農民、小農とすることを一層明確化するために、2005年度より、食糧増産援助を「貧

困農民支援（Japanese grant assistance for the food security project for underprivileged farmers）」に

名称変更した。 

 

JICAは上述の背景を踏まえた貧困農民支援に関する総合的な検討を行うため、「貧困農民支

援の制度設計に係る基礎研究（フェーズ2）」（2006年10月～2007年3月）を行い、より効果的

な事業実施のため、制度及び運用での改善案を取りまとめた。同基礎研究では、貧困農民支

援の理念は、「人間の安全保障の視点を重視して、持続的な食糧生産を行う食糧増産とともに

                             
2 現行の食糧援助規約は1999年に改定され、日本、アメリカ、カナダなど7カ国、およびEU（欧州連合）とその加盟国が加盟し

ており、日本の年間の最小拠出義務量は小麦換算で30万MTとなっている。 
3 2008年度案件より、連絡協議会は半年に一度の開催に緩和された。 
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貧困農民の自立を目指すことで、食料安全保障並びに貧困削減を図る」と定義し、農業資機

材の投入により効率的な食糧生産を行う「持続的食糧生産アプローチ」及び見返り資金の小

規模農民・貧困農民への使用を主とする「貧困農民自立支援アプローチ」の2つのアプローチ

で構成されるデュアル戦略が提言された。 

 

 （2）目的 

本調査は、タジキスタン共和国（以下「タ」国という）について、平成21年度の貧困農民

支援（2KR）供与の可否の検討に必要な情報・資料を収集、分析し、要請内容の妥当性を検討

することを目的として実施した。 

 

１－２ 体制と手法 

 （1）調査実施手法 

本調査は、国内における事前準備、現地調査、国内解析から構成される。 

現地調査においては、「タ」国政府関係者、農家、国際機関、NGO、資機材配布機関／業者

等との協議、サイト調査、資料収集を行い、「タ」国における2KRのニーズ及び実施体制を確

認するとともに、2KRに対する関係者の評価を聴取した。帰国後の国内解析においては、現地

調査の結果を分析し、要請資機材計画の妥当性の検討を行った。 

 

 （2）調査団構成 

総括 伊藤 耕三 （独）国際協力機構 

農村開発部水田地帯グループ 

水田地帯第二課 

実施計画/資機材計画 石井 真実 （財）日本国際協力システム 

業務第二部機材第二課 

貧困農民支援計画 三上 綾子 （財）日本国際協力システム 

業務第二部機材第一課 

通訳 セルゲイ・ヴォルコフスキー （財）日本国際協力センター 
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 （3）調査日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （4）面談者リスト 

1）在タジキスタン日本大使館 

中山 喜弘 臨時代理大使 

原田 和哉 一等書記官 

玉井 拓哉 三等書記官 

長尾 広視 専門調査員 

No. 団長（伊藤課長） JICS団員　(石井、三上)、通訳（ｳﾞｫﾙｺﾌｽｷｰ） 宿泊先

1 12/5 土 -
20:20 Haneda  (NH149)→
21:35 Kansai
23:30 Kansai (TK047) →

機中泊

2 12/6 日
05:55 Istanbul
19:55 Istanbul  (TK1344) →

Dushanbe

3 12/7 月

03:40 Dushanbe
14:30 在タジキスタン日本大使館　表敬

16:00 JICAタジキスタン事務所　打ち合わせ

Dushanbe

4 12/8 火
09:30 実施機関 (RSUE Tajikagroleasing）表敬・協議

16:00 財務省　表敬・協議
Dushanbe

5 12/9 水

09:30 外務省表敬・協議
11:00 国家統計委員会（State Statistic Committee）訪問

14:00 実施機関との協議

Dushanbe

6 12/10 木
10:00 農業省表敬・協議
14:00 実施機関との協議

Dushanbe

7 12/11 金 サイト調査（バルジョバン郡、テルムマリク郡） Kulyab

8 12/12 土

20:20 Haneda  (NH149)
21:35 Kansai
23:30 Kansai (TK047) →

サイト調査(クリャブ郡、ダンガラ郡) Dushanbe

9 12/13 日
05:55 Istanbul
19:55 Istanbul  (TK1344) →

資料整理・資料作成 Dushanbe

10 12/14 月 03:40 Dushanbe
09:30 実施機関とのミニッツ協議

14:30 在タジキスタン日本大使館　打ち合わせ
16:00 WFP訪問

Dushanbe

11 12/15 火 Dushanbe

12 12/16 水 Dushanbe

13 12/17 木

10:00 農業省訪問

11:30 実施機関との協議
15:00 市場調査

10:00 実施機関-ミニッツ協議

15:00 実施機関との協議
16:00 実施機関・農機保管倉庫訪問

Dushanbe

14 12/18 金 Dushanbe

15 12/19 土 Dushanbe

16 12/20 日 Dushanbe

17 12/21 月 機中泊

18 12/22 火

10:00 FAO訪問

11:30 全国デフカン協会（National Association of Defkan Farms）訪問
14:00 実施機関との協議

10:00 実施機関との協議

13:00 ADB訪問

15:30 実施機関との協議

10:00 ミニッツ署名(農業省、Tajikagroleasing、調査団)
15:00 在タジキスタン大使館報告
16:00 JICAタジキスタン事務所報告

平成21年度タジキスタン共和国2KR現地調査出張日程

日付

サイト調査（フェイザバッド郡）　（デフカン協会／農業生産者）

資料整理

05:30 Dushanbe (TZ1345)  →
08:00 Istanbul
17:50 Istanbul (TK050)　→

12:25 Narita
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2）JICAタジキスタン支所 

海保 誠治 所長 

中村 正士 企画調査員（農村開発） 

織田 知則 企画調査員（開発計画） 

村上 雅代 企画調査員 

Sadi Karimov 専門コーディネーター（農業） 

Zamira Safarova 現地職員（総務） 

 

3）タジクアグロリージング公社（Republican State Unitary Enterprise “Tajikagroleasing”） 

Khairidinov Saidmurod Nuridinovich 所長 

Muminov Botir Nobievich 副所長 

Urozov Avliekul Abduloevich 財務部長 

Jalolov A. J. 支援・トレーニング・農業機械サービスセンター部長 

Akhmadjonov Ismoil 倉庫管理課長 

Muratov Hasan 技術分析・国際協力担当課長 

 

4）農業省（Ministry of Agriculture） 

Sultonnayabov Yusuf Yusufovich 副大臣 

Donierov Tilomurod Ergashevich 国際関係課長 

Bahriddinov Saidmurod 穀物生産課長 

Mahmadiev Safar Kalandarovich 経済政策・予測課長 

Fattoev Akbar 技術政策副課長 

Khudoiberdiev Kh.S MADAD公社 

 

5）外務省（Ministry of Foreign Affairs） 

Ubaidulloev Jamoliddin 国際経済関係課長 

Hojiev Manuchehr アジア・アフリカ課二等書記官（日本担当） 

 

6）財務省（Ministry of Finance） 

Jamoliddin Nuraliev 副大臣 

 

7）国家統計委員会（State Committee on Statistics） 

Mirgrand Shabozov 所長 

Ashurov Ikhtier Saidovich 副所長 

Abdulloev Mutalib  農業統計課長 

Gukasova Tatiana 国際関係課長 

 

8）アジア開発銀行（Asian Development Bank, ADB） 

Joli Tokeshi 所長 

Sarrina Abdulalieva 農業分野担当 
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9）国連農業食糧機関 （Food and Agricultural Organization, FAO） 

Nassim Jawad 所長 

 

10）国連食糧計画（World Food Programme, WFP） 

Alzira Ferreira 所長 

Cedruc Charpentir プログラム・オフィサー 

 

11）全国デフカン協会（National Association of Dekhkan Farms, NADF） 

Azizbek Sharipov 協会長 

Bunafsha Azimova プロジェクト形成専門家 

 

12）バルジュバン郡 

Akobir Turachonov 副郡長 

Zoirova Marifat 副郡長 

Bahodurov Aubsho バルジュバン郡農業課長 

Husainov Negmatullo バルジュバン農業機械サービスセンター所長 

 

13）テルムマリク郡 

Shukurova Malika  郡長 

Talbakov Isroil テルムマリク農業機械サービスセンター所長 

 

14）クリャブ郡 

Kurbonov Faizali Gadoevich 副郡長 

Jobirov Mahmarajab クリャブ農業機械サービスセンター所長 

 

15）ダンガラ郡 

Shoev Isufali Ahramovich 副郡長 

Negmatov Nusrat ダンガラ郡総務課長 

Rahimov Mirzovali ダンガラ農業機械サービスセンター所長 

Sharipov Abdujodir ダンガラ郡デフカン協会長 

Abdlan Azizov ブリョン村農家 

Saido Rakhidov ダンガラ市街地域農家 

 

16）フェイザバッド郡 

Hakimov Abdullo Abdulovich  郡長 

Yatimov Ziyoratsho Akramovich  副郡長 

Buriev Abubakr Ibragimovich  フェイザバッド・デフカン協会会長 

Azizov Yusuf  フェイザバッド・デフカン協会副会長 

Mansurova Zamira  フェイザバッド・デフカン協会スタッフ 
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第２章 当該国における農業セクターの概況 
 

２－１ 農業セクターの現状と課題 

 （1）「タ」国経済における農業セクターの位置づけ 

「タ」国は、中央アジアに位置する内陸国であり、1991年12月にソビエト社会主義連邦共和

国より独立した。しかし、独立直後の1992年に政府と反政府組織間において内戦が勃発し、

1994年9月には暫定停戦合意がなされたものの、2000年2月に議会選挙が実施されるまで不安

定な状況が続いた。1990年代は内戦により生産基盤が崩壊したために深刻な経済状況に陥っ

ていたが、2002年以降、経済は急速に回復しつつあり、「タ」国政府発表の2007年経済成長率

は約8％に達しいている。 

「タ」国の主要産業はアルミニウムの精錬・加工及び農業である。2006年時点の労働人口に

占める農業従事者の割合は表2-1に示すとおり65.54％と非常に高く、「タ」国政府は農業を同

国経済に大きな影響を与えるセクターとして重視している。 

 

表２－１ 労働人口に占める各セクター従事者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：国家統計委員会（State Statistical Committee 以下、SSC）） 

 

旧ソ連時代、その計画経済の中で「タ」国は、綿花の生産を割り当てられていた経緯があ

り、現在でも農業従事者の多くが綿花栽培に関わっている。綿花栽培の主体は集団農場（コ

ルホーズ4）や国営農場（ソフホーズ5）であったが、旧ソ連崩壊後、これらの農場の解体と農

業の民営化が進められた結果、中小規模農家（デフカン農家/農場6）と呼ばれる新しい農業生

産主体が登場することとなった。しかし、デフカン農家は、営農に不慣れであったこと、農

業技術普及のシステムがコルホーズ、ソフホーズの解体と共に消滅してしまったことなどの

理由により、彼らの抱える債務の増加が深刻な問題となっている。綿花は現在も「タ」国農

                             
4 旧ソ連時代の集団農場。協同組合形式により、生産手段を組合が所有して大規模農場経営を行い、構成員は労働に応じた報酬

を受け取る。 
5 協同組合形式をとるコルホーズとは異なり、生産手段は全て国有の大規模農場。構成員は賃金の支払いを国から受け取る形式

をとっていた。 
6 旧ソ連時代のコルホーズ、ソフホーズ等が解体された結果、「タ」国にて新しく搭乗した農業生産主体であり、現在約30,000

のデフカン農家/農場が存在するとされている。1世帯でデフカン農家を形成するものから、数世帯が集まってデフカン農場を

形成するものまでその形態は多様である。 

 

2003 2004 2005

総人口 6,570 6,710 6,850 6,990 労働人口に
占める割合(%)

労働人口 1,932 2,132 2,154 2,185 100.00

 1. 労働人口 1,885 2,090 2,112 2,137 97.80

  (1) 農業セクター 1,275 1,391 1,425 1,432 65.54

  (2) 鉱工業セクター 115 118 121 118 5.40

  (3) その他 495 581 566 587 26.86

 2. 失業者 47 42 42 48 2.20

2006

(単位：千人)
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業セクター最大の輸出産品であるが、近年綿花栽培からコムギ栽培に転換するデフカン農家

が増加している。 

2006年時点の農業セクター従事者が、労働人口に占める割合は65.54％であるものの、その

生産性・収益性の低さから、GDPに占める当該セクターの生産額の割合は表2-2のとおり約15％

程度に止まるが、経済の最重要セクターの一つとなっている。 

 

表２－２ GDPに占める農業セクターの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：SSC） 

 

次に、表2-3にセクター別の収入状況を示す。2008年時点の「タ」国における労働人口全体

の平均収入が2,915.94ソモニ（約663ドル）であるのに対し、農業セクターは921.17ソモニ（約

209ドル）と、他のセクターに比して非常に低い水準となっている。また、2004－2008年間の

収入の伸び率は、農業セクターは他のセクターに比して非常に低い。 

「タ」国政府は、農業従事者の生活水準の向上が、国全体としての貧困率の改善の大きな

鍵であると認識しているものの、国庫における開発資金不足から、有効な対策を講じられな

い状況が続いている。 

 

（単位：千ソモニ）

金額 割合 金額 割合 金額 割合 金額 割合 金額 割合

工業 1,445.90 30.37 1,458.10 23.64 1,637.50 22.72 1,986.90 21.28 1,966.90 15.39

農業 1,152.00 24.19 1,185.50 19.22 1,527.20 21.19 2,002.50 21.45 2,527.40 19.78

建設 136.70 2.87 460.50 7.47 334.70 4.64 567.50 6.08 1,115.60 8.73

貿易 533.70 11.21 993.30 16.11 1,166.90 16.19 1,578.60 16.91 2,529.30 19.79

通信・輸送 254.30 5.34 408.90 6.63 533.30 7.40 673.10 7.21 646.40 5.06

物流 10.00 0.21 23.70 0.38 24.30 0.34 14.20 0.15 20.40 0.16

その他 1,229.00 25.81 1,637.20 26.55 1,982.70 27.51 2,512.50 26.91 3,973.70 31.09

GDP合計 4,761.60 100.00 6,167.20 100.00 7,206.60 100.00 9,335.30 100.00 12,779.70 100.00

20072003 2004 2005 2006
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>5000

　　標高の分布

表２－３ セクター別平均収入 

（単位：ソモニ／人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：SSC） 

 

 （2）自然環境条件 

1）地形条件 

「タ」国は、中央アジアに位置し、国境をウズベキスタン（西部及び北部）、キルギス（北

部）、中国（東部）及びアフガニスタン（南部）の4カ国に接する内陸国である。国土は図2-1

に示すとおり、国土の93％が山岳地帯となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（出所：FAOSTAT） 

図２－１ 標高分布図 

 

2004 2005 2006 2007 2008

全体 757.74 1,069.45 1,461.53 1,992.81 2,915.94

生産分野 825.95 1,069.88 1,366.18 1,864.75 2,704.14

　工業 1,797.68 2,351.61 2,859.70 3,515.23 5,072.16

　農業 432.71 515.70 549.99 703.47 921.17

　林業 257.29 400.18 485.35 746.47 1,074.10

　漁業 713.78 1,190.63 1,295.95 1,533.14 1,768.15

　運輸 1,737.67 2,119.42 2,799.60 4,486.38 6,295.31

　通信 2,563.20 3,210.54 3,863.04 5,318.65 7,842.19

　建設 1,941.21 2,608.47 3,816.25 5,172.78 7,433.79

　貿易 624.98 805.09 1,354.85 1,905.75 2,559.53

　コンピューター関連 528.25 881.91 1,754.26 2,174.39 3,444.96

　不動産関係 744.98 989.75 1,427.39 2,080.18 3,007.65

　治水関連 914.09 1,240.16 1,555.63 2,224.34 3,394.07

　その他 737.86 1,001.34 1,424.19 1,786.93 2,665.34

非生産分野 589.01 994.83 1,394.95 1,920.73 2,736.84

　コミュニティ･サービス 813.01 1,194.68 1,498.97 2,069.09 3,119.34

　保健・社会保障関連 276.96 490.58 700.37 994.74 1,650.14

　教育関連 528.01 914.89 1,207.50 1,707.15 2,168.52

　文化・芸術関連 528.71 768.91 973.41 1,298.58 1,875.66

　科学技術サービス関連 782.41 1,275.43 1,662.53 1,972.73 3,026.33

　金融・保険・年金関連 2,911.45 4,220.63 6,272.83 8,625.42 12,388.27

　国家公務員等 919.00 1,614.24 2,498.02 2,924.01 4,264.77

　その他民間セクター 1,764.52 2,166.66 3,814.47 4,873.45 7,690.56
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年間降水量

次に、地形面からみた農業適地を図2-2に示す。図2-2は、標高1,800m以下かつ斜度10°以下

の土地を地形面から見た農業適地とみなし、その比率を示したものであり、これによると

「タ」国は地形的に農業に適する土地が非常に少ないことが分かる。なお、今回の2KR対象

地域は、農業適地の比率が高い地域を中心としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出所：SSC） 

図２－２ 農業適地の比率（地形面） 

 

2）降水条件 

「タ」国は、中央アジア諸国の中では比較的水に恵まれた国である。そのため、旧ソ連時

代には、この雨水及びパミール高原等からの雪解け水を活用し、大規模な灌漑設備が整備さ

れていた。しかし、独立後の内戦による破壊、また維持管理に必要な資金の確保が困難であ

ったことから、その灌漑施設の老朽化は激しく、使用不能となっている地域が多い。使用不

能となった地域では、天水による農業が行われている。 

なお、2009年は、適度な降雨に恵まれたことにより、コムギを始めとする多くの作物につ

いて、過去最高の生産量を記録している。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（出所：FAOSTAT） 

図２－３ 降水分布 
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3）気温条件 

「タ」国は国土の93％が山岳地域、また50％が標高3,000mを超えていることも影響し、全

体として気温の低い地域が広がっている。なお、年平均気温は低いものの、典型的な内陸気

候であり、夏季には気温が40�を超えるなど、気温条件は農業にとって厳しいものとなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（出所：FAOSTAT） 

図２－４ 気温分布 

 

 （3）土地利用条件 

「タ」国では、耕地面積がここ5年間で、減少傾向にある。旧ソ連時代には、「タ」国はそ

の計画経済の中で綿花の生産を割り当てられていたこともあり、必要となる農機の供給はソ

連中央からなされていた。しかし、ソ連崩壊後は「タ」国への新規投入はなく、また農機の

民間市場もほとんど形成されていないため、現在「タ」国における農機の不足は極めて深刻

な状況となっている。特に、実施機関であるタジクアグロリージング公社からは、耕起・砕

土に必要となるトラクターの不足は、耕地面積の減少に影響を与えているとの説明があった。 

 

表２－４ 土地利用条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：FAOSTAT） 

 

 （4）食糧事情 

1）食料安全保障の状況 

世界食糧計画（WFP）は、英国国際開発省（DFID）との連携により「タ」国の食料安全保

障状況にかかるレポートを四半期ごとに発表している。本レポートによると、「タ」国では

2003 2004 2005 2006 2007

総面積 14,255 14,255 14,255 14,255 14,255

陸地面積 13,996 13,996 13,996 13,996 13,996

農用地面積（①=③+④+⑤） 4,596 4,627 4,632 4,617 4,581

耕作面積　（②=③+④） 880 865 867 849 811

　③耕地面積 782 766 770 750 710

　④永年作物面積 98 99 97 99 101

　⑤永年牧草地 3,716 3,762 3,765 3,768 3,770

その他の面積 8,990 8,959 8,954 8,969 9,005
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現在140万人の食料安全保障が確保されておらず、特にそのうち39万人については深刻な状

況にあるという。「タ」国の栄養不足状況は図2-5に示すとおりであり、本レポートの作成が

開始された2008年4月から大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：The Food Security Bulletin, WFP and UKaid） 

図２－５ 「タ」国栄養不足状況 

 

2009年は、十分な降雨に恵まれたことにより、コムギを始めとする多くの農産物が過去最

大の生産量を記録し、食料安全保障の状況は一時的に若干の改善が見られた。しかし、食料

安全保障が確保されない人々が、食糧の調達費を出稼ぎに出ている家族からの送金もしくは

借金に依存する状況にほとんど変化はなく、多くの家計は引き続き厳しい状況にある。WFP

の実施した調査（2009年10月）では、聞き取りを行った多くの世帯において、昨年度より経

済状況は改善していない、もしくは悪化していると回答しており、「タ」国における食糧価

格も上昇する中、現時点では今後食料安全保障状況が改善される材料は見当たらない。 

また、図2-6に「タ」国の地域別の食料安全保障状況を示す。今回訪問したWFP「タ」国事

務所では、飢餓人口の観点からみて食糧状況が厳しいのは2KRの対象地域が含まれるソグド

州（全人口の29.7％）及びハトロン州（全人口の35.7％）であり、WFPとしても当地域を重

視しているとの説明があった。なお、飢餓人口の比率の高いバダフシャン州については、山

岳地域が中心であり、「タ」国全体に占める人口の割合が3％と少ないため、現時点では重点

対象地域とはしていないとのことであった。 
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（出所：The Food Security Bulletin, WFP and UKaid） 

図２－６ 地域別食料安全保障状況 

 

厳しい食糧状況のため、「タ」国は国際社会より多くの食糧援助を受けているが、その状

況は表2-5に示すとおりである。なお、我が国も2003年度及び2004年度に「タ」国に対する食

糧援助（いずれもWFP経由、E/N供与限度額1億円）を実施している。 

 

表２－５ 食糧援助 

（単位：MT） 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：FAOSTAT） 

 

2）カロリー摂取状況 

国連食糧農業機関（FAO）によれば、「タ」国の2003年の一人当たりの総カロリー摂取量は

1,906kcal/日であり、そのうち、約90％を植物性食糧品が占めている（表2-6参照）。本計画の

対象作物の1つであるコムギは、総カロリー摂取量の56％を占めており、「タ」国において最

　

飢餓世帯率　～34%

飢餓世帯率　35%～49%

飢餓世帯率　50%～

ソグド州

バダフシャン州

ハトロン州

政府直轄州

2002 2003 2004 2005 2006

コメ 110

食用油 81

スキムミルク 2,062

砂糖 409 263 29

豆類 5,235 2,972 3,513 2,602 3,338

植物性油 5,900 7,308 1,193 13,995 2,299

コムギ及び小麦粉 116,906 76,685 54,346 170,119 54,900
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も重要な主要食用作物となっている。 

なお、「タ」国の総カロリー摂取量は2009年時点でも約2,000kcal/日程度（WFP事務所での

聞き取り数値）と、他のCIS諸国の2,600kcal/日と比しても非常に低い数値となっており、WFP

では、カロリー摂取総量が低いことに加え、ビタミン類・たんぱく質の摂取が少ない等、栄

養バランスが偏っていること、さらには女性及び乳幼児の摂取量が特に低水準にある点につ

き問題視している旨、コメントがあった。 

 

表２－６ 主な食糧・作物摂取カロリー内訳 

 

 

 

 

 

 

（出所：FAOSTAT） 

 

3）対象作物の生産及び需給状況 

「タ」国2KR要請書に記載されている対象作物は、コムギ、ジャガイモ、トウモロコシ、

コメ、オオムギ、野菜である。2009年は、全国的に適度な降雨に恵まれた結果、いずれの対

象作物も生産量が大幅に増加した。特にコムギについては至近5年間で最も高い生産量を実

現しており、単収も2.17MT/haから2.44MT/haへ改善している。これに伴い、例年大量に輸入

されるコムギは前年から24％減少する見込みである。 

なお表2-7のとおり、他の3作物が100％の自給率を達成しているのとは対照的に、コムギの

自給率は約52％と非常に低い。 

 

表２－７ 対象作物の生産及び需給状況（2009年1～10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（出所：FAO CROP AND FOOD SECURITY ASSESSMENT MISSION TO TAJIKISTAN, FAO） 

 

摂取カロリー
 (kcal/人/日)

たんぱく質摂取量
 (g/人/日)

脂質摂取量
 (g/人/日)

合計 1906.70 50.44 40.44

　動物性食糧 192.81 11.20 12.12

　植物性食糧 1713.89 39.25 28.32

　　穀類（ビールを除く） 1167.95 34.17 3.75

　　　内コムギ 1072.01 32.06 3.51

　　野菜類 52.50 1.94 0.43

（単位：千MT）

コムギ コメ トウモロコシ オオムギ 合計

国内調達可能量 829 19 87 84 1,019

 「タ」国生産量 829 19 87 84 1,019

需要 1,604 21 87 84 1,796

 食用 1,266 18 8 8 1,300

 飼料用 166 0 69 56 291

 その他 172 3 10 20 205

輸入量 775 2 0 0 777

 商業ベース 755 2 0 0 757

 食糧援助 20 0 0 0 20
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 （5）農業セクターの課題 

「タ」国は旧ソ連より独立後、農地改革を進めており、コルホーズ、ソフホーズを解体し

てその農地を国民に配分している。農地の永年使用権を与えられた農家は、デフカン農家と

呼ばれ、1家族、もしくは数家族が集まって一つのデフカン農家・農場を形成している。農地

改革は現在も完了していないため、デフカン農家・農場の数は今後増加する見込みである。

なお、農業省によると、2009年10月時点におけるデフカン農家数は、約31,000とのことであっ

た。 

しかし、大半のデフカン農家の所有する耕作面積が小規模であること、農業機械（以下、

農機）、灌漑設備、種子等の農業資機材が不足していること、「タ」国の市場が大きくないこ

と、インフラ設備が整っていないもしくは老朽化により使用不能な状態となっていること、

融資へのアクセスが困難であることなどから、デフカン農家は全体的に収入が低く、総じて

生活水準は低い。 

また、農業セクターは、「タ」国労働人口の65.54％（2006年時点）が従事していることから

もドナーの関心は高い。しかし、ADB、FAO、世銀等、農業セクターにて活動するドナーは、

農業セクターの抱える問題として、前述の項目に加えて①「タ」国としての明確なセクター

政策が存在しないこと、②営農・農業関連ビジネスを自由に行う環境が整っていないこと、

③綿花セクターにおける債務問題、④深刻な土壌流出、⑤農業支援制度の不在、⑥ドナーと

の協調不足等、多くの点を挙げる。 

このうち、農機不足に関しては、「タ」国においては民間市場が形成されておらず、ほとん

ど農機の流通がない状況にある。2008年にイランとの合弁会社「タジラン（Tajiran）」が設立

され、農機の組立工場が「タ」国内に存在しているが、本体・スペアパーツ共に価格が高く、

しかも価格の割には性能が低いとの評判であり、現時点では「タ」国の農機不足改善への貢

献は限定的なものとなっている。 

この状況を改善するべく、「タ」国政府は、2008年に国営企業であるタジクアグロリージン

グ公社を設立し、国の予算を投入して農機の調達を開始した。政府予算（補助金）の投入に

加え、同公社にはサウジアラビアの支援により100台のトラクターが投入されている。しかし、

その総供給数は「タ」国内の農機に対する需要をはるかに下回る水準にあることから、今後

もその事業拡大が望まれている。そのため、「タ」国が2KRにかける期待は非常に大きいもの

がある。 

 

２－２ 貧困農民、小規模農民の現状と課題 

 （1）貧困の状況 

「タ」国のGNIは550USD（世銀、2008年）であり、低所得国に分類され、旧ソ連邦の15共

和国の中で最貧国とされる。「タ」国が設定する貧困ライン（一月あたりの生活費が139ソモ

ニ）以下で生活する国民は近年、大幅に改善されつつあるものの、全体の53.5％（2007年時点）、

また極貧ライン（一月あたりの生活費が89ソモニ）以下は17.1％（2007年時点）と、「タ」国

における貧困の状況は引き続き深刻である（表2-8参照）。 
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表２－８ 貧困率 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：第3次貧困削減戦略、「タ」国政府） 

 

また、貧困の分布は表2-9に示すとおりである。「タ」国では、貧困層がドゥシャンベ市とい

った都市と地方農村部に満遍なく分布しているのが特徴となっている。 

 

表２－９ 貧困の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：第3次貧困削減戦略、「タ」国政府） 

 

内戦が落ち着いた2002年以降「タ」国では高度成長が続いていたが、世界的な経済不況を

受けて2009年の経済成長は鈍化している。これは、同じく世界的な不況の影響を受けている

ロシアやウクライナに出ていた「タ」国からの出稼ぎ労働者にも大きな影響を与えており、

「タ」国の2008年にGDPの52％を占めていた外国からの送金額は、2009年には前年比65％ま

で減少している。都市部、地方農村部共、家族からの送金が重要な収入源となっている「タ」

国において、送金の減少は、そのまま貧困率の増加及び各世帯の食糧状況に大きな負の影響

を与えることから、「タ」国政府及びドナーコミュニティでは2009年の貧困状況は悪化するも

のと予測している。 

 

基礎生活費 2003 2007

貧困率　（%） 72.40 53.50

　都市部　（%） 68.80 49.40

　地方農村部　（%） 73.80 55.00

極貧率　（%） 41.50 17.10

　都市部　（%） 39.40 18.90

　地方農村部　（%） 42.30 16.40

139ソモニ/月以下
（基礎サービス及び食費）

89ソモニ/月以下
（食費）

当該地域の貧困率
(%)

貧困人口の比率
(%)

人口の比率
(%)

　　都市部 49.40 24.30 26.30

　　地方農村部 55.00 75.70 73.70

　　ドゥシャンベ市 43.30 7.60 9.40

　　ソグド州 68.80 38.10 29.70

　　ハトロン州 47.30 31.50 35.70

　　政府直轄州 48.80 20.20 22.20

　　バダフシャン州 43.40 2.50 3.10

国全体 53.50 100.00 100.00

都市部/地方農村部別　貧困率

地域別貧困率

*　貧困ライン：生活に最低限必要な食糧及びサービスの費用の139ソモニ/月
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 （2）農民分類 

「タ」国では、旧ソ連崩壊後、国営農場及び集団農場を解体し、その農地を分配する「農

地改革」を進めている。農地改革により、新しい農業生産主体としてデフカン農家/農場が登

場することとなったが、この改革は現在も進行中であり、デフカンの数は今も年々増加傾向

にある。表2-10のとおり2009年10月時点でのデフカン数は農業省によると約27,040とされてい

るが、今後さらに増加する見込みである。そのため、デフカン農家の分類は、農業省として

現時点では行われていないとのことであった。農業改革がひと段落した時点で、改めてデフ

カンの所有面積等による分類が行われる見込みである。 

また、国家統計委員会では、データーベースに登録されているデフカン農家/農場、全てに

ついて定期的（半月、1ヶ月、半年及び1年）に情報を収集しているが、現時点では農業省の

方針同様、特に所有面積等による分類は行っていないが、便宜上、表2-11のとおり分類をして

いるとのことであった。 

 

表２－10 農業主体の分類（2009年10月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：Special Report, FAO Crop and Food Security Assessment Mission to Tajikistan, FAO） 

 

表２－11 農業主体の分類 

（単位：千ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：SSC） 

 

数
耕作面積
（ha）

平均的規模
(ha/農家･農場)

耕作面積全体に
占める割合　(%)

国家農場 193 62,146 322.00 7.54

集団デフカン農家/農場 9,000 162,000 18.00 19.67

個人デフカン農家 18,040 324,720 18.00 39.42

家庭菜園 740,400 199,908 0.27 24.27

大統領所属農場 375,000 75,000 0.20 9.10

合　計 ― 823,774 ― 100.00

1991 2003 2005 2008

農地合計（=A+B） 805.60 713.90 709.00 699.80

農業企業合計　（A=a+b+c+d） 805.60 321.30 200.90 150.80

　コルホーズ及びソフホーズ (a) 374.30 84.10 75.90 51.20

　国営企業 (b) 408.70 72.50 47.60 43.30

　広域農業企業 (c) 9.60 4.40 2.60 1.20

　その他の農業企業体 (d) 13.00 160.30 74.80 55.10

デフカン農家/農場　(B) 0.00 392.60 508.10 549.00

家庭菜園 45.70 128.70 155.90 158.90



 

－17－ 

 （3）貧困農民、小規模農民の課題 

現地調査におけるヒアリングからは、農村地域の世帯には農業以外の産業がなく、かつ農

業だけでは最低限の生活すら維持できないとして、ロシア、ウクライナに出稼ぎに出ている

家族からの送金に頼って生計を立てているケースが多く見られた。そのため、「タ」国政府で

は、農作物の収量増によりデフカン農家の収入増加を実現させ、貧困からの脱却をめざすと

しているが、耕作地を拡大し、農業生産性を高めるために必要となる農機は著しく不足して

いる。 

対象作物を栽培する農業生産者は、本調査団によるヒアリングに対し、営農にあたり、①

農機の不足、②灌漑設備の改修が資金不足により対応できないこと、③クレジットへのアク

セスが困難であることを問題点として挙げている。 

 

２－３ 上位計画 

 （1）国家開発戦略（NDS） 

「タ」国では2005年、大統領の主導により、国民の生活水準の向上及びミレニアム開発目

標の達成をめざす国家戦略ペーパー「国家開発戦略2015（National Development Strategy, NDS）」

が策定された。このNDS2015は、2006年から2015年までの社会経済開発における長期戦略と

なっている。 

NDSは、①機能ブロック（経済成長及び社会サービス向上のための制度づくり）、②生産ブ

ロック（安定した高度経済成長のための物質的な基礎の創設）、及び③社会ブロック（社会サ

ービスの改善）の3ブロックから成る。農業については②の生産ブロックにおいて、農業生産

性向上の必要性が述べられている。具体的には、（i）「タ」国農業において最大の比率を占め

る綿花栽培の生産性向上及び債務問題の解決、（ii）農業経営の活性化及び土地利用の平等・

自由の確保、及び（iii）灌漑システムの再構築及び整備、といった点の重要性につき触れてい

る。 

 

 （2）貧困削減戦略（Poverty Reduction Strategy, PRS） 

「タ」国では、2002年に第1次貧困戦略ペーパー（Poverty Reduction Strategy Paper（PRSP）, 

2002－2006年）が、その後2007年に第2次貧困削減戦略（Poverty Reduction Strategy（以下、PRS）, 

2007－2009年）が策定された。第2次PRSは長期政策であるNDSを実現するための中期戦略と

して位置づけられており、次に示す12セクターを重視する内容となっている。 
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1．機能ブロック 

① 公共管理制度改革 

② マクロ経済開発 

③ 投資環境の改善及び民間セクター面の開発 

④ 地域相互支援と国際経済への統合 

2．生産ブロック 

⑤ インフラ、エネルギー及び産業面の開発 

⑥ 食料安全保障及び農業分野の開発 

3．社会ブロック 

⑦ 教育制度及び科学技術の開発 

⑧ 医療制度の開発 

⑨ 社会保障制度の改善 

⑩ 飲料水、基礎衛生、住宅及び地方公共サービスへのアクセス拡大 

⑪ 持続的な環境 

⑫ ジェンダーの普及促進 

 

 

「⑥食料安全保障及び農業分野の開発」では、さらに次の6つの対策を講じることが必要で

あると分析している。 

 

・農業に係る各種組織改革の実施 

・綿花栽培における効率性向上 

・土地利用にかかる権利の保証 

・農業生産と灌漑設備の効率性向上 

・地方農村における企業活動の活性化のための環境整備 

・健康の保障 

 

なお、2KRの目的である食糧増産（農業生産性の向上を通じた食料安全保障）及び貧困対策

（貧困農民支援）については、いずれも上記「⑥食料安全保障及び農業分野の開発」の主旨

に合致している。 

また、第2次PRSは2009年でその期限を迎えることから、「タ」国では既に第3次PRS（2010

－2012年）を作成済みである。その内容は、第2次PRSのほとんどの内容を踏襲するものとな

っており、食料安全保障、農業生産性の向上は第3次PRSにおいても重点項目として盛り込ま

れている。 

 

 （3）農業開発計画 

農業省に確認したところ、農業開発計画として「農業政策コンセプト（The Concept of 

Agrarian Policy of the Republic of Tajikistan）」を策定している旨コメントがあった。同コンセプ

トは、2008年12月31日に法令No.658として承認されたものであるが、その目標は「2015年ま
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でに主要食糧による食料安全保障を達成し、地方農村における農業生産者の所得水準の向上」

としている。「タ」国では、農業改革を実施し、農業用地の分配が行なわれた結果、約30,000

（同コンセプト策定時点）のデフカン農家が誕生した。また、本コンセプトは、状況に応じ

て常に改善され、強制力を持たないものとして位置づけられている。 

なお、同コンセプトには、農業分野への支援を検討するドナーへの情報提供の意味合いが

あるとされているが、その内容は具体的な分野に踏み込んだものではないため、ドナーはよ

り完成度の高い農業政策の早期策定を望むところである。 

 

 （4）本計画と上位計画との整合性 

「タ」国では、長期開発政策であるNDS、中期目標であるPRS及び農業政策コンセプトいず

れにおいても、食料安全保障及び農業生産性の向上が重点項目として取り上げられている。

よって、対象国の食料安全保障及び貧困農民支援を目的とする2KRは、「タ」国の策定する上

位計画と十分に整合性がとれたものであるといえる。 
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第３章 当該国における2KRの実績、効果及びヒアリング結果 
 

３－１ 実績 

「タ」国において過去に2KRの実績はなく、今回が初めての現地調査実施となる。今回「タ」国

側の計画する2KR実施体制は、国家予算を活用してタジクアグロリージング公社が既に実施してい

る農業機械供給サービスとほぼ同一のものであるため、本章ではタジクアグロリージング公社の

活動の裨益効果を取り上げ、2009年度2KRが実施される場合に期待される効果を推定することとす

る。 

 

３－２ 効果 

 （1）食糧増産面 

「タ」国では、前述のとおり、旧ソ連崩壊後、深刻な農機不足に陥っている。トラクター

及びその作業機が十分に確保されることにより、現在「タ」国において深刻となっている農

機不足を原因とする未耕作地の減少が見込まれる。また、コンバインの不足により、「タ」国

では収穫期を迎えたコムギをデフカン農家が手作業で収穫しているため、非常に効率が悪く、

その大半が収穫適期を逸して収穫されるため、熟したコムギやオオムギの粒が地面に落ちて

収穫の一部を失っている。コンバインの供給により、これらの非効率が解決され、コムギ及

びオオムギの収穫増が期待される。 

農業生産は自然条件、土壌条件などの様々な外部要因に左右されるものであるため、単純

に農機投入の効果を定量的に推定することは困難である。しかし、「タ」国に対し、2KR農機

を投入することにより、生産量の向上ひいては食糧増産面における効果が十分に期待される。 

 

 （2）貧困農民、小規模農民支援面 

タジクアグロリージング公社では、調達した農機をリース販売もしくはレンタルサービス

に活用している。 

1）リース販売 

タジクアグロリージング公社よりリース販売7された農機の状況は表3-1に示すとおりであ

る。リース販売の制度を活用して農機を購入したデフカン農家・農場は、各自の農場内で使

用すると共に、空いた時間を利用して、周辺デフカンへの貸し出しを行っている。2KRが実

施された場合にも、農機はその一部がリース販売される見込みであり、直接もしくは間接的

にデフカン農家・農場への裨益が期待される。 

 

 

 

 

 

                             
7 タジクアグロリージング公社にて採用されている農機の販売方式。リース販売とは分割払いによる販売方法で、完済するま

で所有権は移転しない。 
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表３－１ リース販売状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

灌漑地 天水地 トラクター プラウ
トレー
ラー

カルチ
ベーター

鍬 グレーダー
ポテト・
ディガー

脱穀機
リース機材の価格

(ソモニ)
回収額

 (ソモニ)

デフカン構
成農家数

(人)

1 "Eriboi" DF 30.03 0.00 30.03 1 1 1 0 0 0 0 0 120,879.00 89,176.00 9
2 "Muhsimjon" DF 84.37 84.37 0.00 2 1 1 1 0 0 0 0 233,002.00 124,082.00 40
3 "Dustmurod" DF 89.00 45.00 44.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 52,386.00 24
4 "Nurmat" DF 5.76 5.76 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 45,705.00 7
5 "Shohboi" DF 44.00 44.00 0.00 1 0 1 0 0 0 0 0 97,830.00 45,000.00 20
6 "Iso" DF 40.99 0.00 40.99 1 2 1 0 0 0 0 0 101,529.00 24,730.00 5
7 "Shamsidiin" DF 66.00 28.00 38.00 1 0 1 0 0 0 0 0 97,830.00 37,500.00 43
8 "Hoji Emom" PC 74.27 40.24 34.03 1 1 0 0 0 0 0 0 85,396.00 34,158.00 35

434.42 247.37 187.05 9 6 5 1 0 0 0 0 935,721.00 452,737.00 183

9 "Farruh-1" DF 127.00 127.00 0.00 2 1 2 1 0 0 0 0 252,098.00 125,550.00 95
10 "Muhammad" DF 137.43 137.43 0.00 2 1 0 1 0 0 0 0 193,754.00 112,752.00 130
11 "Muhammadi" DF 31.41 31.41 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 46,518.00 34
12 "Muhammadjon" DF 36.37 36.37 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 45,750.00 40
13 "Sadbarg" DF 23.00 23.00 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 112,398.00 55,602.00 40
14 "Mirsaidjon" DF 118.60 86.60 32.00 2 1 0 0 0 0 0 0 205,864.00 86,691.00 130
15 "Saidahmadi K" DF 50.00 30.00 20.00 1 0 1 0 0 0 0 0 116,557.00 59,867.00 19
16 "Zoir" DF 69.00 36.00 33.00 1 0 0 0 0 0 0 0 103,304.00 45,370.00 70
17 "Orzu" DF 92.00 32.00 10.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 44,555.00 60
18 "Olimjon" DF 50.00 40.00 10.00 1 1 0 0 0 0 0 0 104,452.00 35,000.00 70
19 "Holbozor" DF 11.94 11.94 0.00 1 1 1 0 0 0 0 0 133,030.00 36,375.00 18
20 "Hoja-Kutbuddinjon" DF 83.08 65.01 18.07 0 0 0 0 0 0 0 0 118,407.00 20,425.00 73
21 "Rahmatullo" DF 2.50 0.00 2.50 1 0 0 0 0 0 0 0 101,899.00 32,000.00 32

832.33 656.76 125.57 15 7 4 2 0 0 0 0 1,742,812.00 746,455.00 811

22 "Bahor" DF 41.04 41.04 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 49,906.00 84
23 "MMM" PC 93.42 85.65 7.77 1 1 0 0 0 0 0 0 97,461.00 50,345.00 216

134.46 126.69 7.77 2 1 0 0 0 0 0 0 194,922.00 100,251.00 300

24 "Ottolmas Abdiev" DF 107.92 107.80 0.12 1 1 0 0 0 0 0 0 101,793.00 54,020.00 36
25 "Abdusattor" DF 27.63 27.63 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 96,294.00 48,746.00 42
26 "Mahmadzoir" DF 24.82 24.82 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 50,765.00 11
27 "Mirzoi" DF 205.74 153.63 52.11 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 41,750.00 110
28 "Aini" DF 19.30 16.00 3.30 1 1 0 0 0 0 0 0 97,461.00 59,473.00 15

385.41 329.88 55.53 5 4 0 0 0 0 0 0 494,803.00 254,754.00 214

29 "Boboi Yusuf" DF 23.00 23.00 0.00 1 0 1 0 0 0 0 0 116,557.00 65,625.00 44
30 "Hamidjoni Davlatbek" PC 7.00 7.00 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 98,713.00 35,600.00 16

30.00 30.00 0.00 2 0 1 0 0 0 0 0 215,270.00 101,225.00 60

31 "Eshon" DF 20.00 20.00 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 48,058.00 32
32 "Boboi Islomkul" DF 21.27 21.27 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,159.00 53,274.00 20
33 "Abdullo" DF 26.80 26.80 0.00 1 0 1 0 0 0 0 0 98,713.00 44,697.00 20

Subtotal 68.07 68.07 0.00 3 1 1 0 0 0 0 0 297,333.00 146,029.00 72

34 "Faizobod" DF 10.70 10.70 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 47,650.00 21
35 "Hakim" DF 55.00 0.00 55.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 43,557.00 14
36 "Gulobod" DF 15.47 15.47 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,793.00 54,060.00 26
37 "Sabz" DF 22.40 22.40 0.00 2 1 0 1 0 0 0 0 167,946.00 112,533.00 35

Subtotal 103.57 48.57 55.00 5 4 0 1 0 0 0 0 473,327.00 257,800.00 96

38 "Aslam" DF 22.17 22.17 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 49,640.00 48
39 "Buri" DF 110.30 10.30 100.00 2 0 0 1 0 0 0 0 209,858.00 106,952.00 20
40 "Pahtakor" DF 20.50 20.50 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 50,175.00 38
41 "Garmak" DF 16.87 16.87 0.00 1 1 0 0 0 1 0 0 84,106.00 48,802.00 40
42 "Shodiyona" DF 25.61 25.61 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,398.00 65,813.00 52
43 "Azizullo" DF 10.11 10.11 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,398.00 65,206.00 20
44 "Rakobat-04" DF 11.65 11.65 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 112,398.00 41,000.00 25
45 "Kumshaid" DF 13.29 13.29 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 42,870.00 21
46 "Tursunzoda" DF 11.03 11.03 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 104,452.00 32,000.00 29
47 "Haidarbobo" DF 31.24 31.24 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 108,304.00 33,000.00 18

Subtotal 272.77 172.77 100.00 11 3 0 3 0 1 0 0 1,125,295.00 535,458.00 311

48 "Buttaboi" DF 7.55 0.00 7.55 1 1 1 0 0 0 0 0 120,890.00 72,020.00 5
Subtotal 7.55 0.00 7.55 1 1 1 0 0 0 0 0 120,890.00 72,020.00 5

49 "Baht" DF 11.00 11.00 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 66,643.00 24
50 "Lenin" DF 28.00 28.00 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 45,589.00 49
51 "Norin" DF 24.70 24.70 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 47,535.00 36
52 "Madaniyat" DF 17.20 17.20 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 47,966.00 56
53 "Somon" DF 18.00 18.00 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,398.00 63,738.00 30
54 "Shahrom" DF 14.20 14.20 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,398.00 56,175.00 20

Subtotal 113.10 113.10 0.00 6 0 0 2 0 0 0 0 598,137.00 327,646.00 215

55 "Safarali" DF 20.00 20.00 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,112.00 47,300.00 40
56 "Nazarhocha" DF 10.80 10.80 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,398.00 76,212.00 31
57 "Chamoludidin" DF 15.20 15.20 0.00 1 0 0 1 0 0 0 0 112,398.00 55,000.00 14
58 "Utkirbek" DF 11.00 11.00 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 104,365.00 41,102.00 21

Subtotal 57.00 57.00 0.00 4 1 0 3 0 0 0 0 441,273.00 219,614.00 106

59 "Rasul nahlavon" DF 12.94 9.31 3.63 1 0 0 0 0 0 0 0 9,745.00 46,800.00 8
60 "Abduraim-Hoji" DF 16.00 16.00 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 107,264.00 38,700.00 12
61 "Shohsanam" DF 22.00 19.26 2.74 1 1 0 0 0 0 0 0 98,540.00 34,000.00 22

Subtotal 50.94 44.57 6.37 3 2 0 0 0 0 0 0 215,549.00 119,500.00 42

62 "Vais" DF 62.00 8.94 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 48,709.00 13
Subtotal 62.00 8.94 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 91,960.00 48,709.00 13

63 "Davlat A." DF 5.63 5.63 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 50,084.00 12
Subtotal 5.63 5.63 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 50,084.00 12

64 "Hochi Rahim" DF 12.00 12.00 0.00 1 1 0 0 0 0 0 1 133,337.00 41,822.00 8
Subtotal 12.00 12.00 0.00 1 1 0 0 0 0 0 1 133,337.00 41,822.00 8

65 "Saadi" DF 6.00 0.00 6.00 1 0 0 1 0 0 0 0 97,461.00 44,979.00 5
Subtotal 6.00 0.00 6.00 1 0 0 1 0 0 0 0 97,461.00 44,979.00 5

Nosiri Khisrav郡

Khuroson郡

Kulob郡

Vakhsh郡

Yovon郡

Subtotal
A.Jomi郡

Shahrituz郡

Subtotal

Shurobod郡

Bokhtar郡

Subtotal

Farkhor郡

Panj郡

Muminobod郡

Khovaling郡

Subtotal

Qabodiyon郡

No
デフカン農家 (DF) または

農業生産組合 (PC)

耕作地 リース状況
2008-2009年、RSUE "Tajikagrolizing"

合計

内訳

Dangara郡

Subtotal
Vose郡
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（表３－１ リース販売状況 続き） 

（表３－１ リース販売状況 続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊合計が合わない部分が存在するが、元データを優先することとした。 
（出所：タジクアグロリージング公社） 

 

2）レンタルサービス 

タジクアグロリージング公社の保有する農機は、周辺の貧困農家への各種農業サービスの

提供に活用されている。タジクアグロリージング公社の各農業機械サービスセンターへの農

機配置状況は表3-2のとおりである。2KRにより農機が投入されれば、その多くは既にタジク

アグロリージング公社が保有している農機と同様、農業サービスの提供に使用される計画で

あるため、サービスの質及び量的拡大、ひいては裨益者数及び収穫面積の増加が見込まれる。 

 

灌漑地 天水地 トラクター プラウ
トレー
ラー

カルチ
ベーター

鍬 グレーダー
ポテト・
ディガー

脱穀機
リース機材の価格

(somoni) 回収額 (somoni)

66 "Urmetan" DF 91.00 0.00 91.00 1 1 1 0 0 0 0 0 120,889.00 52,022.00
Subtotal 91.00 0.00 91.00 1 1 1 1 1 1 1 1 120,889.00 52,022.00

67 "Bobur" DF 38.52 0.00 38.52 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 47,965.00
68 "Kobilov" DF 61.50 31.05 30.45 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 46,387.00

Subtotal 100.02 31.05 68.97 2 0 0 0 0 0 0 0 194,922.00 94,352.00

69 "Navbahor" DF 10.30 10.30 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 84,542.00 43,093.00
70 "Zafar" DF 18.20 18.20 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 84,542.00 44,958.00
71 "Yakkaterak" DF 15.00 15.00 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 78,919.00 39,187.00

Subtotal 43.50 43.50 0.00 3 2 0 0 0 0 0 0 248,003.00 127,238.00

72 "Voruh" DF 20.70 20.70 0.00 1 0 0 0 0 0 1 0 112,200.00 60,788.00
73 "Chorkuh" DF 132.00 0.00 132.00 1 0 0 0 0 0 1 0 112,200.00 59,502.00

Subtotal 152.70 20.70 132.00 2 0 0 0 0 0 2 0 224,400.00 120,290.00

74 "Sughdagroserv" DF 15.00 7.50 7.50 1 1 1 0 1 0 0 0 133,500.00 51,351.00
Subtotal 15.00 7.50 7.50 1 1 1 0 1 0 0 0 133,500.00 51,351.00

75 "Faizbahsh" DF 13.10 13.10 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 55,120.00
76 "Zokirov N." DF 1.57 1.57 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,794.00 50,196.00
77 "Dusti" DF 22.40 22.40 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 109,472.00 59,873.00
78 "A. Kenchaev" DF 17.50 17.50 0.00 1 0 0 0 1 0 0 0 97,461.00 49,904.00
79 "Fayur-1" DF 26.68 26.68 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 104,452.00 37,000.00
80 "Chashmai Rubot" DF 6.00 6.00 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 160,963.00 43,300.00

Subtotal 87.25 87.25 0.00 6 4 0 0 1 0 0 0 671,603.00 295,393.00

81 "Merkuri" DF 7.00 0.00 7.00 1 0 1 0 0 0 0 0 124,769.00 33,000.00
Subtotal 7.00 0.00 7.00 1 0 1 0 0 0 0 0 124,769.00 33,000.00

82 "Umed" DF 4.00 4.00 0.00 1 1 1 0 1 0 0 0 148,170.00 87,864.00
83 "Dustmurod" DF 8.60 6.50 2.10 1 0 0 0 2 0 0 0 132,440.00 75,960.00
84 "Geha-Fud" DF 20.00 0.00 20.00 2 2 1 0 0 0 0 0 232,019.00 105,062.00

Subtotal 32.60 10.50 22.10 4 3 2 0 3 0 0 0 512,629.00 268,886.00

85 "Parviz" DF 27.56 15.96 11.60 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 50,100.00
86 "Hoji-Ibrohim" DF 20.73 7.04 13.69 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 50,920.00
87 "Abdusalom" DF 9.50 3.00 6.50 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 50,265.00

Subtotal 57.79 26.00 31.79 3 0 0 0 0 0 0 0 292,383.00 151,285.00

88 "I. Melikmurodov" DF 12.30 12.30 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 45,240.00
89 "Kishtgardon" DF 14.20 14.20 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 47,139.00
90 "Hurshed" DF 6.00 6.00 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 107,264.00 37,847.00

Subtotal 32.50 32.50 0.00 3 1 0 0 0 0 0 0 302,186.00 130,226.00

91 "Shumon" DF 33.00 20.00 13.00 1 1 0 0 0 0 0 0 101,159.00 49,047.00
92 "K.Marx" DF 12.20 12.20 0.00 1 1 0 0 0 0 0 0 169,088.00 90,714.00
93 "Solehon-2008" DF 5.50 5.50 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 42,301.00
94 "Bahor-2008" DF 5.00 5.00 0.00 1 1 1 0 0 0 0 0 134,595.00 41,630.00

Subtotal 55.70 42.70 13.00 4 3 1 0 0 0 0 0 502,303.00 223,692.00

95 "M.Tursunzoda" DF 28.00 0.00 28.00 0 0 0 0 0 0 0 0 97,461.00 49,402.00
96 "Firdavs" DF 5.00 0.00 5.00 1 1 1 0 0 0 0 0 4,334.00 2,223.00
97 "Bahor" DF 5.45 5.45 0.00 1 0 0 0 0 0 0 0 76,418.00 46,175.00

Subtotal 38.45 5.45 33.00 2 1 1 0 0 0 0 0 178,213.00 97,800.00

98 "Izzat" DF 4.00 4.00 0.00 1 0 0 0 0 0 1 0 112,200.00 52,436.00
Subtotal 4.00 4.00 0.00 1 0 0 0 0 0 1 0 112,200.00 52,436.00

99 "Vektor" DF 18.30 18.30 0.00 2 1 1 0 0 0 0 0 212,849.00 1,172,508.00
Subtotal 18.30 18.30 0.00 2 1 1 0 0 0 0 0 212,849.00 1,172,508.00

1,956.35 1,242.53 713.87 104 49 20 13 5 1 3 1 11,149,867.00 5,469,662.00

Khujand City郡

Dushanbe City郡

Aini郡

Gonchi郡

Nohiyai Konibodom郡

Isfara郡

Tojikobod郡

Nohiyai Faizobod郡

Rudaki郡

Tursunzoda郡

Vahdat郡

Grand Total

内訳

合計

リース状況
2008-2009年、RSUE "Tajikagrolizing"

耕作地

デフカン農家 (DF) または
農業生産組合 (PC)

No

Shahrinaw郡

Hisor郡

Chirgatol郡
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表３－２ 農業機械サービスセンター農機配置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：タジクアグロリージング公社） 

 

また、表3-3は、トラクター及びコンバインの効率について、先方実施機関からの聞き取り

情報及び近隣CIS諸国における状況を記載したものである。現在、タジクアグロリージング

公社では、同公社が新規に調達した農機と共に非常に非能率的な旧ソ連製の老朽化した農機

も多数使用し、農業サービスの提供を行っているが、2KRが実施された場合、ロシア、ベラ

ルーシ製もしくはDAC諸国製の最新機種が投入される見込みであり、サービス提供の量と共

に質的増加も期待されている。 

 

表３－３ 使用燃料量及び収穫時の損失率 

 

 

 

 

 
（出所：タジクアグロリージング公社、JICS情報） 

 

タジクアグロリージング公社による農業サービスに対する需要は高く、2009年度2KRが実

施された場合には、2KRによる調達機材は小規模農家・貧困農民に広く活用されることが期

待される。 

 

３－３ ヒアリング結果 

本調査では、2KRのターゲットである対象作物の生産者に対し、「貧困農民支援」に対する要望

事項の確認を行った。また、他の援助機関に対しては、農業分野における援助方針、手法、内容、

「貧困農民支援」類似案件の有無とその内容、2KRに対する評価及び提言の確認などを行った。 

 

 （1）裨益効果の確認 

「タ」国に対して今までに2KR実施実績はないが、「タ」国側の要請する2KRの内容は、「タ」

センター所在地 トラクター コンバイン リッジャー トレーラー チゼルプラウ プラウ 穀物洗浄機 播種機 カルチベーター 草刈機 ポテトディガー 綿花用播種機 グレーダー 畝立機

1 Dangara 6 1 0 2 1 6 1 1 2 2 1 0 0 0
2 Khamadoni 6 1 1 2 2 6 1 0 2 3 0 0 1 10
3 Farkhor 6 0 1 2 2 6 1 0 2 0 0 0 1 0
4 Muminabad 6 0 0 3 0 6 1 0 0 2 0 0 0 0
5 Shuroabad 5 0 0 2 0 5 1 0 0 1 0 0 0 0
6 Khovaling 6 0 0 2 0 6 1 0 0 0 1 0 0 0
7 Baldzhuvan 5 0 0 2 0 5 1 0 0 0 0 0 0 0
8 Temurnalik 6 0 0 2 0 6 1 0 0 0 0 0 0 0
9 Kulyab 4 0 0 2 2 3 1 1 1 2 0 0 0 16
10 Vakhsh 4 0 0 2 2 2 1 1 1 1 0 0 1 16
11 Khuroson 4 0 1 2 2 3 1 1 1 0 0 1 1 4

58 2 3 23 11 54 11 4 9 11 2 1 4 46

12 Darvaz 6 0 0 0 0 6 1 0 0 0 0 0 0
13 Vanch 6 0 0 0 0 6 1 0 0 0 1 0 0
14 Ishkashim 6 0 0 0 0 6 0 0 0 0 2 0 0
15 Rushan 5 0 0 0 0 5 1 0 0 0 1 0 0
16 Roshtkala 4 0 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0
17 Murgab 3 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
18 Khorog 5 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0
19 Shugnan 6 0 0 0 0 6 1 0 0 0 0 0 0

41 0 0 0 0 41 5 0 0 0 4 0 0 0

20 Zafarobad 4 0 1 3 0 3 0 1 1 0 0 0 1 12
21 Kanibadam 4 0 1 2 2 2 1 0 1 2 0 0 1 12
22 Isfara 4 0 1 2 2 2 1 0 0 1 0 0 1 16

12 0 3 7 4 7 2 1 2 3 0 0 3 40

23 Nurobad 6 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 12
24 Tavildara 5 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 12

11 0 0 2 2 0 2 0 0 0 1 0 0 24

122 2 6 32 17 102 20 5 11 14 7 1 7 110

Khatlon州

州小計

全国合計

Sugd州

政府直轄州

州小計

州小計

州小計

Gorno-Badakhshan自治州

旧ソ連製
(1980年代製造)

ロシア/ベラルーシ製
（最新機種

/実施機関聞取数値）

2KR調達DAC諸国製

(近隣CIS諸国での

実績数値)

トラクター及びコンバイン 使用燃料量 18～20L/ha 20L/ha以下 10～12L/ha

コンバイン 収穫時の損失率 20～30％ 約3% 1～2％
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国家予算を活用してタジクアグロリージング公社により実施されている農業機械サービス提

供業務に近いと想定されるところ、タジクアグロリージング公社による活動の裨益効果を取

り上げる。 

タジクアグロリージング公社は2007年に設立され、現在「タ」国内に24ヵ所の農業機械サ

ービスセンターをおいて、賃耕・賃刈サービス、収穫物の運搬等、各種サービスの提供を行

っている。農機を個人的に所有するデフカンが、使用しない時期に貸し出している他は、デ

フカン農家/農場にはトラクター・コンバイン等の農機にアクセスする機会はほとんどないた

め、タジクアグロリージング公社からのサービスを希望する農家数は非常に多い。既に設置

済みの農業機械サービスセンターにはサービスの利用希望者が殺到しているが、タジクアグ

ロリージング公社にはその需要に応えるだけの十分な農機がない。 

「タ」国政府としては農業の重要性を十分に認識しているものの、厳しい財政状況により

国庫からタジクアグロリージング公社へ投入される予算は限られているため、タジクアグロ

リージング公社は国際機関及び二国間ドナーに対して支援を求めているところである。この

ような状況において、タジクアグロリージング公社は、既に設置済みの農業機械サービスセ

ンターの充実及びセンターの新規設置を検討しており、2KRが実施される場合には、タジクア

グロリージング公社の業務の拡大に貢献し、ひいてはタジクアグロリージング公社からのサ

ービスを希望するデフカン農家への裨益が期待される。 

 

 （2）ニーズの確認 

「タ」国では旧ソ連崩壊後、ソ連から供給されていた農機の供給が停止されたため、深刻

な農機不足に陥ることとなった。また、民間での流通もほとんどないため、ソ連崩壊後「タ」

国における農機の新規投入は統計に表れないレベルに留まっている。 

今般調査団が、ヒアリング及びアンケートを実施したところ、ほぼ全てのデフカン農家が

トラクターもしくはコンバインハーベスターを優先度1位として希望していた。調査団が農地

を訪問した際は、9月のコムギ収穫後すぐに耕起・砕土、そして播種の必要のある多くの農地

にて、耕起作業を行う様子が伺えた。トラクターの不足により適切な時期に耕起を行えない

ため、やむを得ず12月に入り雪がちらつく季節に入ってもまだ耕起作業を続けているとのこ

とであった。ところが、適期に耕起作業を行えないことの影響として、適切な時期に播種が

されず、コムギの発芽率、成長に負の影響が生じており、耕地が放棄される事態も多く生じ

ている。このような状況から、トラクターの必要性は十分確認され、耕作地を拡大し、収入

を増加・生活水準の向上を希望する農業生産者は、人力や家畜により対応可能な範囲は限ら

れているため、トラクターへのアクセスを強く希望しているとの声が聞かれた。 

また、コンバインハーベスターについても、必要台数が不足しているため、生産者が9月の

収穫適期に作業を実施できない状況に陥っている。十分な数のコンバインの稼動があれば2週

間で収穫作業が終了するところ、2ヶ月近くの時間を要している地域も多く存在しているとの

ことであった。なお、適期を過ぎると、熟しすぎたコムギが穂からこぼれ落ちて収穫量が約

20～30％減少するため、コンバインの不足は直接生産者の収入に大きな影響を与えていると

いえる。また、実施機関からは、現在わずかに稼動している旧ソ連時代からのコンバインハ

ーベスターは、収穫時のロス率が25％を超えており、コンバインの新規投入を望む声が多い

との説明があった。 
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 （3）課題 

2KRが実施された場合に、課題となりうることとして、農機の維持管理体制の更なる充実が

挙げられる。 

タジクアグロリージング公社は現在、全国24箇所に農業機械サービスセンターを所有して

いる。農機の修理は各センターに所属するオペレーター兼修理技術者により行われているが、

必要となるスペアパーツはタジクアグロリージング公社本部にその都度申請して入手する制

度となっている。各センターに配布され、農業機械サービスの提供に活用されている農機に

ついては直接農業機械サービスセンターにて維持管理がなされるが、デフカン農家にリース

（分割払いによる販売）された農機の維持管理については、購入者の責任において行われる

仕組みとなっている。リース販売を受けたデフカンは、個人で修理店を探すこともあるが、

民間市場が形成されていない「タ」国においてあまり多くの選択肢があるわけではなく、農

業機械サービスセンターの修理を希望するケースが多いとのことであった。その場合にスペ

アパーツ代金は農機所有者の負担となる。 

タジクアグロリージング公社では今後、設置済みの農業機械サービスセンターの内容の充

実、及び新規農業機械サービスセンター設置を計画しているが、予算不足により、その進捗

は必ずしも順調でない。2KRが実施される場合には、調達された農機が十分に維持管理なされ

ているか、その動向に留意する必要がある。 



 

－26－ 

第４章 案件概要 
 

４－１ 目標及び期待される効果 

「タ」国農業は、GDPに占める割合が約15％（2007年）であり、経済の最重要セクターのひと

つとなっている。「タ」国政府は国家開発戦略（2006-2015年）及び、より中期的な視点にたって

NDSを実現させることを目的とする貧困削減戦略（2007-2009年）を策定し、農業の持続的発展、

食料安全保障の強化及び地方住民の所得向上を農業セクターの目標としている。 

また「タ」国では、国全体で50％を超えるとされる貧困層の大半が地方農村部に居住しており、

国土の約50％が標高3,000m以上にあり、農耕期間に雨が極端に少ないことなど、その自然条件の

厳しさから耕作可能面積は国土全体のわずか7％に過ぎない。さらにわずかな農地をアルミニウム

に次ぐ輸出品目である綿花の栽培に充てていることから、国としての食料安全保障は極めて厳し

い状況にある。 

上記に加えて旧ソ連時代に建設され老朽化した灌漑施設や耐用年数を越えた農機が大多数を占

めるため、農業生産性の向上にとって大きな阻害要因となっている。現在、不足する穀類は輸入

により賄われているが、基礎穀物の生産性向上は「タ」国にとって最大の課題となっている。 

本年度2KRは「タ」国に不足しているトラクターなどの農機を調達し、実施機関であるタジクア

グロリージング公社の本部、地方の農業機械サービスセンターに配備することを計画している。

配備された農機を周辺地域の小規模農家にリース販売あるいはレンタルサービス（賃耕、賃刈）

するもので、対象地域の小規模農家の農業生産性向上を図る計画となっている。なお対象地域の

選定にあたっては綿花栽培地域を除いており、基礎穀物の増産に焦点をあてたものとなっている。

これは上記の「NDS」や「PRS」の目標とも合致している。 

 

４－２ 実施機関 

 （1）組織 

本案件の実施機関はタジクアグロリージング公社である。2KRの担当部署は財務会計/事業

開発部となる予定で、直接的な担当は部長で担当副社長も支援する体制となっている（図4-1

参照）。同社は2007年11月30日付け大統領令（第597号）により設立された組織で本部は首都

ドシャンベに位置し、2009年12月現在で全国4州（ゴルノ・バタフシャン、ハトロン、ソグド、

政府直轄州）に24箇所の農業機械サービスセンターを有している。各センターには平均して5

～6台程度のトラクター、プラウなどの作業機を所有しており、予算の制約はあるものの同公

社は今後も各地方のニーズに応じてセンターの増設を企画したいとしている。 

タジクアグロリージング公社は、農機のリース販売、レンタルサービスを事業の中心とし

ていることから、農業省と緊密な連絡を取っている。2KRが実施された場合も関係省庁として

農業省は全面的にタジクアグロリージング公社を支援する旨、農業大臣からの言及もあった。 

 

同公社の設立趣意書に記載されている主な活動目的は以下のとおりである。 

① デフカン農家、農民組織等を対象に農機（トラクター、コンバイン等）のリース販売

等を実施するための農機の調達。 

② 農家のオーナーシップを涵養するため全国に農業機械サービスセンターを設置するこ

と。またその他農機のリース販売に関連した各種サービスの実施。 
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③ 農機及びスペアパーツのリース販売等に関する市場調査。 

④ 農機及びスペアパーツのリース販売に関する外国機関との協力。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：タジクアグロリージング公社） 

図４－１ タジクアグロリージング公社の体制図 

 

 （2）予算 

同公社の設立（2007年11月）以来の収支状況を聞き取りした結果は表4-1のとおりである。 

設立時には政府からの補助金が2008年度800万ソムニ（約181万米ドル）拠出されており、

主として農機の購入費、事務所維持費などの諸経費に活用されている。上記補助金及びサウ

ジアラビアからの無償援助によるトラクターなども活用し、農機のリース販売、レンタルサ

ービスを実施しており、同サービスからの収入をもとに事業を行なっている。政府からの補

助金は2009年度350万ソムニ（約80万米ドル）に減額されているものの、2009年12月時点で確

認できた収支はバランスがとれた状況になっている。 

社長

技術開発分析
サービス部

エグゼク
ティブオ
フィス

広報/出版セ
ンター

社長アシス
タント

農業機械サービスセンター（全国4州に24ヶ所）

副社長 副社長

技術サービスセ
ンター統括部

財務会計/分
析部

技術開発/供給
関連部

リース
事業部

法務/人事部
財務会計/
事業開発部
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表４－１ タジクアグロリージング公社の収支状況表 

（単位：ソモニ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：タジクアグロリージング公社） 

 

農業省からの聞き取りによれば2009年度の年間予算は24,000,000ソモニとなっている。予算

の詳細を確認することは困難であったため、国家統計委員会から入手した農林水産業関連（他

省庁分も含む）の国家予算の推移を表4-2に記す。2004年度33,746,000ソモニから2008年度

94,780,200ソモニに増額されており、農業分野を重視していることがうかがえる。 

 

表４－２ 農林水産業関連の国家予算（支出実績額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（出所：SSC） 

 

４－３ 要請内容及びその妥当性 

 （1）対象作物 

対象作物はコムギ、ジャガイモ、トウモロコシ、コメ、オオムギ、野菜である。これら作

物は前述のとおり、カロリー摂取量の面で重要な食用作物であり、2KRの対象としては妥当と

思われる。 

 

2008年
政府からの補助金

8,000,000
2008年
諸経費

890,000

2008年
サウジアラビアからトラ
クター100台の無償支援

―
2008年
機材購入費

9,253,696

2008年1月～12月
リース総収入

2,752,000
2009年1月～11月
諸経費

447,000

2009年
政府からの補助金

3,500,000
2009年
機材購入費

6,159,679

2009年1月～9月
リース、レンタルからの
総収入

2,500,000 ― ―

収入合計 16,752,000 支出合計 16,750,375

収入 支出

（単位：1000 ソモニ）

項目 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年

農林水産業関連 33,746.0 37,928.8 44,387.7 76,931.3 94,780.2

農林水産業関連

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

80,000.0

100,000.0

2004年 2005年 2006年 2007年 2008年
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 （2）対象地域及びターゲット・グループ 

1）対象地域 ：全10郡及び対象作物を栽培しているその他地域。 

ソグド州 ：Isfara郡、Ganchi郡、Shakhristan郡 

政府直轄州：Fayzabad郡、Rudaki郡、 

ハトロン州：Baldzhuvan郡、Khovaling郡、Shuroabad郡、Temurmalik郡、Dangara郡 

上記10郡は主としてレンタルサービス（賃耕、賃刈りサービス）及びリース販売を想定し

ているが、その他の地域でも対象作物を栽培している地域にはリース販売も想定しており、

また換金作物である綿花を栽培していない地域を対象としていることから妥当と思われる。 

 

 

 

 

 

 
（出所：要請書） 

図４－２ 対象地域 

 

2）ターゲット・グループ：対象作物を栽培するデフカン農家/農場 

「タ」国の農家の大半を占め、零細な農家を含むデフカン農家/農場が対象となっており、

貧困農民支援の趣旨からも妥当と思われる。 

 

 （3）要請品目・要請数量 

当初要請品目はトラクター、コンバインなどの農機18品目、車輌1品目及び建機1品目と多

品種かつ要請数量も膨大なものとなっていたが（表4-3参照）、現地で農業省、タジクアグロリ

ージング公社等の関係者と協議の結果、最終的な要請品目、数量は表4-4のようになった。 

 

表４－３ 当初要請品目・数量表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：要請書） 

 

ゴルノ・バダフシャン州
（Gorno-Badakhshan）

ハトロン州
（Khatlon）

ソグド州
（Sogd）

政府直轄州
(RRS)

要請品目 台数 要請品目 台数

1 トラクター 72 11 ハロー 300

2 コンバインハーベスター 20 12 ディスクハロー 20

3 トレイラー 52 13 レベラー 20

4 小型播種機 20 14 スプレイヤー 10

5 汎用シュレッダー(脱穀機) 52 15 ポテトプランター 10

6 反転プラウ 72 16 ポテトディガー 10

7 切株破砕機 52 17 肥料散布機 10

8 ベーラー 20 18 畝立機 30

9 草刈機 20 19 エクスカベーター 12

10 小型コンバイン 20 20 作業機輸送機 10
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表４－４ 最終要請品目・数量表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：調査団） 

 

最終的な品目は調査団と協議の結果、通年にわたり農作業を行なえるように耕起から収穫

まで利用する機材が優先度に応じて選定され、数量についてもタジクアグロリージング公社

が現在保有している数量を勘案するとともに「タ」国全体の不足台数の一部を補完するもの

となっており、国内市場に影響を与えるレベルではなく妥当と思われる。表4-5に必要数量試

算表を示す。トラクターが最も必要な品目となっているが、本援助の実施が決定された場合、

E/N金額に応じて品目、数量が削減される可能性があることについて「タ」国側は了解してい

る。 

 

＜農機の仕様＞ 

① 優先度1位のトラクターについては「タ」国でこれまで広く使用されてきたベラルーシ

製80HPクラスを望む声が強い。タジクアグロリージング公社本部、地方政府、同公社

農業機械サービスセンター及び農家からも、同機は故障が少なく、傾斜地が多く、土

壌が硬い「タ」国の環境にもっとも適合している。またスペアパーツも安価で調達し

やすいとのコメントがあり、「タ」国の農業事情を考える場合、同機が一番望ましい旨

が繰り返し強調された。さらに一部地域ではキャタピラータイプを望む声もあった。 

② 優先度2位のコンバインハーベスターについては140HPクラスでDAC諸国製以外ではロ

シア製を望んでいる。同機もこれまで｢タ｣国で広く使用されており、ベラルーシ製ト

ラクターと同様に傾斜地が多く、土壌の硬い「タ」国の農業事情に最も適合しており、

スペアパーツも安価で調達しやすいなどの理由が挙げられた。 

③ 以下トラクターに接続する作業機としてプラウ、トレイラー、ベーラーが要請されて

いる。プラウについては耕起作業に使用されるもので3連式、トレイラーは農作物の運

搬用に4トン油圧タイプ、ベーラーについてはコムギ収穫時の藁を集積するのに使用さ

れるもので藁を正方形に固めるタイプが希望されている。 

④ シュレッダーについてはコムギ、オオムギの脱穀用に使用されるもの。種子選別機は

コムギ等の種子選別に使用できるものが希望されている。 

 

要請品目 仕様 台数

1 トラクター 4WD、80HP 167

2 コンバインハーベスター 140HP 18

3 プラウ 3連式 100

4 トレイラー 4輪油圧式 50

5 ベーラー 正方形タイプ 20

6 シュレッダー(脱穀機） コムギ、オオムギ用 10

7 種子選別機 10

希望調達適格国

DAC諸国、ベラルーシ

DAC諸国、ロシア

DAC諸国、ウクライナ

DAC諸国、ウズベキスタン

DAC諸国、トルコ、ロシア

DAC諸国、トルコ

DAC諸国、ロシア
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表４－５ 必要数量試算表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）FAO、タジクアグロリージング公社のデータを元に試算。 
（出所：FAO、タジクアグロリージング公社） 

 

 （4）スケジュール案 

図4-3に農業カレンダーを示す。主要な穀物であるコムギの収穫期間は気候により大きく異

なり、収穫時期も地域により異なるため、国全体で大体5月下旬から8月下旬までの約3ヶ月間

を収穫時期としている。 

トラクターについてはほとんど通年で作業が可能であるが、コンバインについては5月下旬

からの収穫に間に合わせるために、収穫が始まる5月下旬までに現地に到着することが最も望

ましい。しかし、これに間に合わない場合でも、出来るだけ早期の到着を希望する旨、アグ

ロリーシング公社から要望があった。これは、収穫期間が8月末までのため、それまでに到着

すれば、少しでも多くの刈取りが可能となるためである。 

ただし、上記の時期に間に合わない場合でも圧倒的に農機が不足している「タ」国の現状

から、調達された機材は農家に歓迎され、有効に活用されるとの声が「タ」国側からは数多

く聞かれた。 

A 項目

B 対象作物 コムギ オオムギ コムギ ジャガイモトウモロコシ コメ 野菜 オオムギ

C 対象面積 (ha) 355,000 45,000 355,000 30,000 50,000 20,000 40,000 45,000

D
一日当りの平均作業面積 　(ha/
日)

3 3 1 0.6 0.4 0.3 0.5 0.8

E 作業平均日数 (日) 50 50 40 30 30 15 30 30

G 必要台数 (台) ＜C/F＞ 2,367 300 8,875 1,667 4,167 4,444 2,667 1,875

H 「タ」国での稼動概算台数 (台)

I 不足台数 (台) ＜G-H＞

要請数量 (台)

F 150 18 24
一台当りの作業可能平均面積

(ha)　＜DxE＞

トラクター

40

167

10,000

13,695

コンバイン
ハーベスター

150

640

2,027

18

12 4.5 15
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（出所：農業省、タジクアグロリージング公社） 

図４－３ 農業カレンダー 

 

 （5）調達先国 

調達先国については（3）の要請品目・要請数量の＜農機の仕様＞でも記載のとおり、「タ」

国における、これまでの農業機械の流通状況、スペアパーツの入手しやすさを勘案した結果、

以下のとおりとなっており、これらを調達先国とすることは妥当と思われる。 

 

① トラクター（4WD,80HP） ：DAC諸国＋ベラルーシ 

② コンバインハーベスター（140HP） ：DAC諸国＋ロシア 

③ プラウ ：DAC諸国＋ウクライナ 

④ トレイラー ：DAC諸国＋ウズベキスタン 

⑤ ベーラー（スクエアタイプ） ：DAC諸国＋トルコ、ロシア 

⑥ シュレッダー（コムギ、オオムギ用脱穀機） ：DAC諸国＋トルコ 

⑦ 種子選別機（種子選別機） ：DAC諸国＋ロシア 

 

４－４ 実施体制及びその妥当性 

 （1）配布・販売方法・活用計画 

タジクアグロリージング公社では、見返り資金の積立義務を考慮し、以下の販売計画を有

している。 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 備考

◎ ◎

◎  ◎ 　△○

　　△○  ◎ 　　◎

△○ ◎ ◎ 　　

　　△○ ◎ ◎ 　　

◎ ◎ △○ △○

◎ ◎

◎ 　◎ △○ △○

◎ 　◎ 　　

△○ ◎  ◎ 　　

　　△○  ◎　　◎　　

　　△○ ◎ ◎ 　　

◎ ◎ 　　△○　　

コメ

コムギ、オオムギ
（春撒き）

コムギ、オオムギ
（冬撒き）

作物名

コムギ、オオムギ
（春撒き）

コムギ、オオムギ
（冬撒き）

ジャガイモ高地

野菜（タマネギ）

トウモロコシ

＊オオムギは若
干時期がずれる
こともあるが、
ほぼコムギと同
じ。

＊オオムギは若
干時期がずれる
こともあるが、
ほぼコムギと同
じ。

　　　耕起：△     播種／植付：○    収穫：◎凡例

ジャガイモ
（春撒き）

ジャガイモ
（冬撒き）

低地

野菜（タマネギ：
春撒き）

野菜（タマネギ：
冬撒き）

トウモロコシ

△○△○

△○

△○

△○

△○ △○

△○

△○

△○

△○

△○

△○

△○
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（出所：タジクアグロリージング公社） 

図４－４ 農業機械の配布・販売フロー 

 

1）リース販売 

タジクアグロリージング公社は主としてトラクターをデフカン農家にリース販売してい

る。同公社の現在のサービスでは3年契約、前払い20％、金利なしで全額支払い後、所有権

が購入者へ移転する形態となっている。地域によっては購入希望者が待機する状況も生じて

いる。2KR実施の場合は3年以上8年未満の契約期間、前払い10％以上、全額支払い後、所有

権移転を予定している。農家の営農状況によっては契約期間の延長も検討したいとのことで、

より小規模なデフカン農家が購入しやすい制度の構築が検討されている。 

 

2）レンタルサービス（賃耕、賃刈りサービス） 

全国24箇所に設置されているタジクアグロリージング公社の農業機械サービスセンター

には、タジクアグロリージング公社から提供される農機が配置され、周辺の農家にオペレー

ター付きでha単位で賃耕、賃刈りサービスが実施されている。タジクアグロリージング公社

が農機の種類ごとにレンタル料金のガイドラインを設定し、地方の農業機械サービスセンタ

ーがガイドラインを参照しつつ各地域の実情に合わせた料金設定を行なっている。各センタ

ーに配置される農機が不足しており、各地域のデフカン農家のニーズを満たしていないため、

2KRが実施された場合は不足している農機を少しでも多く配置し、レンタルサービスを拡大

させる意向である。 

 

 

＜リース販売の場合＞

　リース
　回収したリース販売代金

　

リース販売代金

＜レンタルサービスの場合＞

レンタル 回収したレンタル料金

       レンタル料金

タジクアグロリージング公社本部
<見返り資金特別口座>

農業機械サービスセンター農業機械サービスセンター農業機械サービスセンター

デフカン農家 デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家

タジクアグロリージング公社本部
<見返り資金特別口座>

農業機械サービスセンター農業機械サービスセンター農業機械サービスセンター

デフカン農家
デフカン農家

デフカン農家 デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家デフカン農家
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＜妥当性の検討＞ 

要請品目の農機については、現在もタジクアグロリージング公社はトラクター、コンバイ

ンなどのリース販売、レンタルサービスを実施しており、2007年の設立以来、順調に事業を

実施してきている。 

2KRが実施された場合も、上記のように既に基本的な体制が整っているリース販売、レンタ

ルサービスによる活用を想定している。なお、その資金回収の割合はおおよそ8：2を予定し

ているが、タジクアグロリージング公社は2KRが実施された場合のリース販売については現状

の頭金20％から10％以上に下げ、期間も3年以上8年未満というこれまでよりも長期に設定す

ることも考慮している。現在リース購入希望者が数多く待機している状況を考えても、リー

ス購入者の拡大につながると予想しており、この計画によると見返り資金は機材販売（配置）

後、4年間で機材価格の約65％が積み立てられることとなっている。これをFOB価格の50％で

試算すると100％を超える数値となっており、上記販売計画は資金回収面からも妥当なものと

いえる。 

またリース販売で購入できないより貧困、小規模なデフカン農家を対象としたレンタルサ

ービスを実施することは貧困農民支援の趣旨から考えても望ましい計画と思われる。 

 

 （2）技術支援の必要性 

要請書において「タ」国側から技術支援の要請はない。また調査団が関係者から聞き取っ

た範囲でも、「タ」国における農機の維持管理能力は特に問題はないと思料する。 

他方、タジクアグロリージング公社は設立間もないこともあり、各地方の農業機械サービ

スセンターのメンテナンス体制については、今後より一層の拡充が求められている。今後、

技術協力が予定されているJICAの「営農指導体制向上プロジェクト計画」においては間接的

に連携することも期待できる。農機の専門家が必要に応じて指導を行なえば効果的であると

思われる。 

 

 （3）他ドナー・技術協力等との連携を通じたより効果的な貧困農民支援の可能性 

1）我が国の他の援助スキーム及び技術協力プログラムとの連携の可能性 

上記（2）技術支援の必要性でも言及したとおり、JICA技術協力で「営農指導体制向上プ

ロジェクト計画」の実施が予定されている。営農指導を実施する際に農機の使用、メンテナ

ンス体制等について指導、アドバイスすることが可能であれば、2KR実施のうえで相乗効果

も期待できる。 

 

2）国際機関、NGOのプロジェクトとの連携の可能性 

農業分野で活動する世銀などの国際機関は、政策形成面での支援に集中している。農機な

どの支援を実施している国際機関はなく、NGOについても確認することはできなかった。な

お2009年度にWFP経由で日本政府による食糧援助が実施されているが、現在までのところ

2KRとの直接的な連携の可能性は検討されていない。なお、タジクアグロージング公社によ

ると2008年度にサウジアラビアからトラクターの無償供与があり、すでに同公社の事業に活

用されているが、今後、同様の援助が実施される予定はないとのことであった。 
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 （4）見返り資金の管理体制 

見返り資金の積立フローについては前項の図4-4参照。 

1）見返り資金の積立口座 

2KRが実施された場合には、タジクアグロリージング公社が積立口座を開設する。 

2）見返り資金の積立 

リースの場合は、リースを受けたデフカン農家/農場が農機の代金を農業機械サービスセン

ター、もしくは直接タジクアグロリージング公社本部に支払う。銀行振り込み、現金での支

払いいずれも認められている。 

レンタルの場合は、全て農業機械サービスセンターを経由してタジクアグロリージング公

社にレンタル料が送金される。リース、レンタルそれぞれの場合の見返り資金積立方法は図

4-4のとおり。 

タジクアグロリージング公社本部は各地域の上記サービスにおける資金回収状況、機材の

使用状況についても定期的（2ヶ月ごと）に確認を行なっている。また、リース販売におい

ては資金状況が悪い場合は没収もありえるとしている。 

3）見返り資金の管理 

見返り資金の管理はタジクアグロリージング公社が行う。銀行明細を定期的に日本側に提

出することにつき同意している。 

4）見返り資金の使用計画 

2KRが実施され、見返り資金が積立てられた場合には、タジクアグロリージング公社では、

他国でも実例がある2KRの実施に必要となる経費（維持管理費、国内運搬費等）、外部監査費

用及び農機の追加購入に使用したいとしている。なお、同公社は見返り資金は日本側の承認

（No Objection）が無い限りは無断で使用できないことにつき同意している。 

 

 （5）モニタリング・評価体制 

タジクアグロリージング公社では、デフカン農家/農場に直接リース販売を行なった場合、

その農機が十分に活用されているかどうかモニタリングを行なっている。また、各地の農業

機械サービスセンターを通じて行なわれる農機のレンタルサービスについても、各センター

から詳細にわたる報告書が提出される仕組みが確立されている。また、タジクアグロリージ

ング公社本部より、各地のセンターの状況を直接確認するため、2週間～1ヶ月程度の期間に1

回のペースで担当者がセンターを訪問しており、農機の管理体制、モニタリング・評価体制

に特に問題は見当たらない。 

2KRが実施された場合にも、タジクアグロリージング公社は既に確立されているこの体制を

活用してモニタリング・評価を行うとしている。 

 

 （6）広報 

広報について、現在、全国24ヶ所にある農業機械サービスセンターでは、デフカン農家に

対し、サービスの内容につき、新聞、テレビ等を通じた広報に努めている。2KRが実施された

場合には、引渡式を始めとする広報に努める旨タジクアグロリージング公社より確認した。 
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 （7）その他（新供与条件等について） 

1）見返り資金の外部監査 

「タ」国の国内法においては2年に1度の外部監査が義務付けられており、2KRが実施され

た場合には、民間監査法人による外部監査を実施するとの発言がタジクアグロリージング公

社より得られている。 

2）見返り資金の貧困農民支援への優先活用 

見返り資金は、2KRの必要経費及び農機の調達に充てることを想定しており、2KRが実施

され実際に見返り資金が積立てられた場合には、日本側にNo Objectionを申請する旨タジク

アグロリージング公社より確認した。 

3）ステークホルダーの参加機会の確保 

農機のレンタル、リースにあたり、既にタジクアグロリージング公社では農家の要望、各

農業機械サービスセンター等と十分に意見交換・情報共有に努めている。2KRが実施される

場合には今まで同様にステークホルダーとの接点を十分に設ける旨、実施機関より確認した。 

4）連絡協議会の開催 

2KRが実施された場合には、年2回の連絡協議会を開催することにつきタジクアグロリージ

ング公社は同意した。 

5）調達代理方式 

調査団からは、資金の透明性等を確保することを目的として、2KRの実施にあたっては調

達代理機関を活用する調達代理方式の導入が前提とされていることを説明し、代理方式の導

入につき、先方実施機関の理解を得た。 
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第５章 結論と課題 
 

５－１ 結論 

今回の調査ではソ連解体後の「タ」国における農機や灌漑施設の老朽化が明らかで、トラクタ

ーを始めとする農機に対するニーズは高いことが確認できた。食料安全保障の観点からも圧倒的

に不足している農機を導入することにより食糧自給率を向上させるという目的は貧困対策ならび

に「タ」国の上位計画である「農業政策コンセプト」とも整合性が取れている。また現状、同国

農業において最大の課題となっている綿花栽培事業の債務問題解決を促進する一助となることも

期待されている。 

さらに「タ」国側は2KRの供与条件について見返り資金に対する外部監査を始め、すべての事項

について導入に同意している。機材の販売方法も実施機関であるタジクアグロリージング公社が

デフカン農家を対象にすでに実施しているリース販売、レンタルサービスによる活用を予定して

おり、2KR機材の販売、活用計画としては無理のないものとなっている。実施体制面でも、タジク

アグロリージング公社、農業省を始め「タ」国側の2KR調達機材を適切に維持管理し活用していき

たいという強い姿勢が見られる。これはリース販売やレンタルサービスを希望する農家のニーズ

に農機の数が追いついていないという現状を反映しているもので、同国で本2KRが実施された場合

の裨益効果は期待できる。2KRにより供与される農機が有効に活用されれば、「タ」国における農

家の大半を占めるデフカン農家がそれを活用する機会が増加し、農業生産性が向上し農家の収入

が増加することにより、「タ」国における農業環境改善の契機になる可能性も高く、2KR実施の妥

当性は十分あると思われる。 

 

５－２ 課題/提言 

 （1）課題 

「タ」国は過去に2KRの経験がないことから、2KR実施の際は同援助の大きな特徴である見

返り資金の趣旨をよく理解し、その回収、積立についてはタジクアグロリージング公社だけ

でなく農業省、財務省等の関係機関が責任を持って連携しながら、確実に資金回収計画を実

施していくことが望まれる。またタジクアグロリージング公社の地方拠点である農業機械サ

ービスセンターは「タ」国全土に支援を広げる重要な拠点となることから、その機能をより

一層充実させ、少しでも多くのデフカン農家を対象とした農機の機材修理、整備等のメンテ

ナンスにも広く活用できるような体制が望まれる。 

また現状、数千台以上のレベルで不足している農機を、2KRだけでカバーすることは不可能

であるため、本2KRが実施された場合でも「タ」国側は上記のようなデフカン農家を始めとす

る農家の営農活動への支援、特に灌漑施設の改修、農家の金融ローン面での支援策検討など

も引き続き行なうことが欠かせない。 

 

 （2）提言 

前述のように実施機関として予定されているタジクアグロリージング公社は2007年に設立

された新しい組織であり、その事業は職員の努力もあり、順調に推移しているものの、今後

も引続きリース販売、レンタル販売の事業実施方法については改善の余地があると思われる。

今回の調査でも2KR実施の場合、リース販売の頭金の比率を現状の20％から10％に軽減するこ
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とや、リース期間の柔軟な見直しにも言及されていたが、今後も地方の農業機械サービスセ

ンター等を通じて利用者であるデフカン農家のニーズをよく調査し、より活用しやすいよう

な工夫を行ない、利用者の拡大につなげる努力をする必要がある。 

またリース販売を活用できない貧困層のデフカン農家を対象としたレンタルサービスを本

2KRで提供する予定であるが、貧困農民支援の趣旨を考慮した場合、今後も継続していくこと

が望ましい。タジクアグロリージング公社の場合、収益の面だけでみればリース販売の方が

良いものの、農機が不足した「タ」国の現状から見ると、可能な限りレンタルサービスを継

続、拡大していくことは「タ」国農業事情の改善には欠かせないものであると思料する。 
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【ヒアリング結果】 

 

１．サイト調査 

（1）郡政府 

 ① バルジョボン（Baldzhuvan）郡政府 

・ 訪問日：2009 年 12 月 11 日 

・ 面談者 

Bahodurov Aubsho Head of Agriculture Dept. 

Turahonov Akobir Deputy Chairman of Hukumat  

Zoirova Marifat Deputy Chairman of Hukumat  

Husainov Negmatullo Head of Baldzhuvan Area Technical Service Center 

・ ヒアリング概要 

郡全体の耕作面積は 6,610ha、傾斜が多い地形であり、灌漑地は非常に少なく、天水に

頼る農業形態をとっているため、一期作である。耕地面積、国の基準値から計算したト

ラクターの必要台数は 288 台であるが、現在郡全体で稼動しているのはわずかに 14 台の

みである。5 台は農業機械サービスセンター（以下、「TSC」）のもので、その他の 9 台は

デフカンが個人所有するものである。なお、1988 年以降に新規に投入されたトラクター

はこの TSC の 5 台のみとなっている。老朽化の激しいコンバインにいたっては、ロス率

が 25％に達している。 

トラクター、コンバインを始めとする農機不足は深刻で、耕作地や収穫作業の放棄が

頻発している。農機にアクセスできない農家は手作業で対応するが、手作業には限界が

ある。収穫の 70％は手作業によるものであるが、収穫には時間を要し、コンバインであ

れば 1 ヶ月以内に収穫が終わるところ、2 ヶ月以上かけて収穫作業が行なわれている。ま

た、隣の郡から農機を借りているデフカンもいるようだが、より安価な価格設定をして

いる TSC からのサービスを希望するデフカンが多い。 

郡全体のデフカン数は 248 で、そのうち 35 が個人デフカン、それ以外の 213 が集団デ

フカンである。1 デフカンあたりの所有耕地面積は 3～80 ha とばらつきが大きいが、18

～20Ha 程度の耕地面積を所有するデフカンが多い。また、栽培作物は穀類中心で、コム

ギ、オオムギ、ヒヨコマメ、紅花等である。収穫されたコムギは基本的に郡内で消費さ

れるが、一部近隣の郡にも販売される。価格は 1MT あたり凡そ 800 ソモニである。 

 

② ホバリング（Khovaling）郡政府 

・ 訪問日：2009 年 12 月 11 日 

・ 面談者 

Goibnazarov Abdullokhuja First Deputy of Municipal Government of Khovaling district

Aminov Fathuddin -  Chief of Machinery Service Station "Tojikagroleasing" in 

Khovaling district 
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・ ヒアリング概要 

 ホバリング郡の面積は 172,000ha、約 8,000ha の耕作地を有する。灌漑地は 2,300ha とされ

ているが、実際に灌漑設備が機能しているのは 900ha 程度であろう。栽培作物は、コムギ、

オオムギ、ジャガイモ、野菜等であり、畜産も盛んである。灌漑地では主にジャガイモや野

菜が栽培されている。傾斜の激しい土地は、果樹栽培に充てている。 

 デフカンの数は 1,200 であるが、現在農地改革中であるため、集団農場が解体され農地の

分配が進めば、その数はさらに増える見込みである。なお、1 デフカンあたりの所有耕作面

積は、5～10ha 程度で、この他に灌漑地が 1ha 以下となっている。 

 現在、ホバリング郡の農業機械サービスセンターで保有する農機は、トラクター（MTZ 製）

3 台、トラクター（Tajiran 製）3 台、その他には旧ソ連時代の農機が少々である。 

  

③ テムルマリク（Temurmalik）郡政府 

・ 訪問日：2009 年 12 月 11 日 

・ 面談者 

Shukurova Malika Chairman of Temurmalik Area Hukumat 

・ ヒアリング概要 

 テルムマリク郡では、耐用年数をはるかに超え、旧ソ連時代からの農機を 20 年以上使

用している。郡にとって、農業は間違いなく最も重要なセクターであるが、農機不足が極

めて深刻である。農機を供与するという 2KR は大歓迎である。 

 今までに受けた支援としては、優良種子の配布がある。また、Oxfam がこの土地で農業

分野の支援活動を行なっている。 

 

④ クリャブ郡政府 

・ 訪問日：2009 年 12 月 12 日 

・ 面談者 

Kurbonov Faizali Gadoevich First Deputy Chairman of Kulyab Hukumat 

・ ヒアリング概要 

クリャブの人口は 19 万人、そのうち 8.5 万人は農村部に居住する。デフカン数は約 200

であるが、現在集団農場の解体を進めていることもあり、その数は増えるものと思われる。

150～160 のデフカンは、灌漑地 1ha の所有権を有する。1 デフカンあたりの耕作面積は 2

～3ha が中心である。また、栽培作物は綿花、穀物及び野菜である。穀物は、コムギ、オ

オムギ、トウモロコシが主に栽培されている。 

クリャブ郡の耕作面積は 9,136ha であり、そのうち 8,658ha は灌漑地である。灌漑設備

は老朽化しているが、スケジュールどおりに配水することはできないものの、機能してい

る。2 期作、3 期作が理論上可能であるが、農機不足のため、実際に 2 期作、3 期作を行な

っている人は少ないものと思われる。今年は綿花の栽培面積を減らし、代わりにジャガイ

モの栽培面積を 2,500ha から 8,420ha に大幅に増やした。 

クリャブ郡では、1992 年に最後の農機が投入されて以来、その後何も新規投入はなかっ
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た。クリャブ郡の 80％にあたる農機がその耐用年数を大きく超え、老朽化のため使用が困

難な状態となっている。 

クリャブでは、ロシア製の農機が主に使用されており、スペアパーツはロシアからでは

なく、より安価に調達できる中国から入れている。 

 

 ⑤ ダンガラ（Dangara）郡政府 

・ 訪問日：2009 年 12 月 12 日 

・ 面談者 

Shoev Isufali Ahramovich First Deputy Chairman of Dangara Area Hukumat 

Negmatov Nusrat Head of General Affairs Division, Dangara Area Hukumat 

Rahimov Mirzovali Head of Dangara Area Technical Service Center 

Sharipov Abdujodir Head of “Fermer” Dekhkan Farm Association, Head of 

“Shorif-Shirin” Dekhkan Farm 

・ ヒアリング概要 

 ダンガラ郡の人口は 12.2 万人、総面積は 20 万 ha であり、農地は 16.8 万 ha、そのうち

耕作面積は 3 万 ha にのぼる。今年は降雨にも恵まれたため豊作で、10 万 MT のコムギの

収穫があった。これは、今までの数値を大きく上回る、3.0MT／ha の単収に相当する。栽

培作物は、コムギの他に、綿花、ジャガイモ、スイカ等となっており、また、牛 40 万頭、

羊・ヤギ 3 万頭、馬 1.5 万頭と畜産も盛んである。 

 現在郡全体で、コンバイン 40 台、トラクター90 台が存在するが、この数値には稼動し

ていないものも含まれる。1 日使用しては一日修理といったペースの農機も多く、稼働率

は 50～70％程度であろう。トラクターがカバーしている耕作面積は 25,000ha、コンバイン

40 台でカバーできるのは 8,000ha であり、郡の穀物栽培面積からすると非常に低い水準に

ある。TSC がダンガラ郡にも設置されたが、農機はまだ大幅に不足している。 

 

 ⑥ フェイザバッド（Fayzabad）郡政府 

・ 訪問日：2009 年 12 月 19 日 

・ 面談者 

Hakimov Abdullo Abdulovich First Deputy Chairman of Dangara Area Hukumat 

Yatimov Ziyoratsho Akramovich Chairman of Fayzobod Area Hukumat 

Buriev Abubakr Ibragimovich Head of Fayzabad Area Dekhkan Farm Association 

・ ヒアリング概要 

1960 年代、70 年代には十分な農機の供給が旧ソ連中央よりなされていたが、ここ 20

年くらいは農機の新規投入はほとんどない。先般 JICA より供与のあったトラクター

（Tajiran 製）が唯一の投入ではないかと思う。 

フェイザバッド郡にはまだ農業機械サービスセンターが設置されていないため、郡政

府としては、何度もタジクアグロリージング公社に対し、その設置を要請してきた。セ

ンターが設置されれば、今まで農業機械サービスにアクセスできなかったデフカン農家
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の生活水準が向上することが期待できる。また、フェイザバッド郡は、傾斜があり標高

の高い地域と低い地域では 1 ヶ月以上農業カレンダーに時間差があることから、センタ

ーは 2 ヵ所設置して効率的に農機を活用することを希望している。 

フェイザバッド郡の総面積は 87,411ha、草地 50,000ha、耕作面積は 8,200ha、また果樹

園は 3,450ha である。8,200ha の耕作面積中、灌漑農地面積は 3,400ha ほどで、ジャガイモ・

野菜などの栽培に充てている。一方、コムギは全て天水で栽培している。 

かつて農機が十分にあった頃は、果樹の間を小型のトラクターを使用して耕起し、土

壌の水分吸収率をあげていたが、最近は可能な範囲を手作業で行なっているため、終了

が落ちている。 

フェイザバッド郡には現在 8 台のコンバイン（1970～80 年代製、ロス率 20～30％）が

あるがかつては 100 台以上が稼動していた。コンバインが 100 台あれば、10 日程度で全

てのコムギが収穫できるが、8 台だと 2 ヶ月以上収穫に時間を要する。また、トラクター

については現在 50 台、過去には 200 台以上が稼動していた。 

現在同郡にはデフカン農場が 2,000 ほど存在しているが、農業改革は現在も進行中であ

るため、今後この数は増える見込みである。１戸あたりの耕作面積は 1ha 未満程度であろ

う。１デフカン農場は、数戸が集まって形成することが多いが、これは農機をレンタル

する場合、収穫物を出荷する際などに有利であることが理由となっている。 

 

（2）農業機械サービスセンター（Technical Service Center） 

 ① バルジョボン農業機械サービスセンター 

・ 訪問日：2009 年 12 月 11 日 

・ 面談者 

Husainov Negmatullo Head of Baldzhuvan Area Technical Service Center 

・ ヒアリング概要 

 バルジョボンへの農業機械サービスセンター設置は 2008 年。同センターでは、農機と

して、トラクター（MTZ 製）3 台、トラクター（Tajiran 製）2 台、プラウ 5 台、トレーラ

ー2 台、及び脱穀機 1 台をタジクアグロリージング公社より貸与されている。また、修理

用機材として、溶接機、金属切断機を保有する。 

 所長 1 名及びオペレーター5 名でメンバーは構成される。オペレーターは公募で雇用を

決定しているが、農業機械をメンテナンスできることが条件の一つとされている。 

 バルジョボン TSC にて、昨年 1 年間で提供したサービスは次のとおり。 

トラクター（耕起）：292.3ha／年 

トラクター（砕土）：38.2ha／年 

脱穀：16.42ha／年 

その他の農業サービス（収穫物の運搬等）：82.2 時間 

全てのサービスに関して、デフカンと契約書を締結しているが、これはタジクアグロリ

ージング公社に報告するのにあたり必要となるためである。 

提供しているサービスの価格設定は次のとおり。この価格には、オペレーターの経費は
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含まれているが、燃料代はこれとは別に同サービスを利用したデフカン農家が負担する必

要がある。また、一日に 2～3ha 程度の耕起が可能である。 

トラクター（耕起）：80 ソモニ／ha  

トラクター（砕土）：20 ソモニ／ha 

オペレーターの経費は回収金の 15％、所長の取り分は 4％に設定されているが、回収金

は一旦全額タジクアグロリージング公社に送金し、改めてこれらの経費分の送金を各 TSC

はタジクアグロリージング公社より受ける。 

スペアパーツは必要なものをタジクアグロリージング公社に申請し、タジクアグロリー

ジング公社から受領する。また、タジクアグロリージング公社から 2 週間に 1 回程度、農

機の稼働状況、メンテナンス状況について確認するため、各 TSC には視察が入る。 

今最も必要とされる農機はトラクターであり、傾斜地が多いので、キャタピラのトラク

ターが望ましい。 

 

② テムルマリク農業機械サービスセンター 

・ 訪問日：2009 年 12 月 11 日 

・ 面談者 

Talbakov Isroil Head of Temurmalik Area Technical Service Center 

・ ヒアリング概要 

 このテルムマリクの農業機械サービスセンターの所在地は、テルムマリク郡のソヴィエ

ト村である。この農業機械サービスセンターにある農機は、トラクター（MTZ 製）4 台、

トラクター（Tajiran 製）2 台、コンバイン 1 台、脱穀機 1 台、トレーラー2 台、プラウ 6

台である。しかし、コンバインは老朽化が激しく、使用できない状態である。また、構成

メンバーは、所長１名、オペレーター6 名となっている。 

 テムルマリク郡の耕作面積は 13,000ha、そのうち TSC の 6 台でカバーできる面積は

1,000ha に止まる。平地が中心であるが、灌漑面積は少なくわずかに 400ha、天水に頼る農

業が中心となっている。 

 テルムマリク郡のデフカン農家数は 350 で、平均的な 1 デフカンあたりの所有耕作面積

は 10～50ha 程度である。耕作作物は、コムギ、ヒヨコ豆、オオムギ、スイカ、メロン等

である。灌漑地はジャガイモ、野菜等の栽培に充てている。 

 提供する農業サービスの価格は次のとおり。なお、下記価格には、オペレータ代は含ま

れるが、燃料代は別途サービスを受ける側が支払う必要がある。1ha あたり約 25L の燃料

が必要であり、1L の燃料価格は 3.1～3.2 ソモニである。一日に耕起可能な面積は 3～3.5ha。 

トラクター（耕起）：80 ソモニ／ha  

トラクター（砕土）：15 ソモニ／ha 

 コムギの販売価格は 1MT＝600～700 ソモニであった。この価格は昨年の 2,000MT を大

きく下回っており、農家にとっては厳しい環境である。 

 リース販売を希望する人は、現時点で5人が待機状態であり、レンタルの需要は高いが、

リース販売希望者も多い。 
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③ クリャブ農業機械サービスセンター 

・ 訪問日：2009 年 12 月 12 日 

・ 面談者 

Jobirov Mahmarajab Head of Technical Service Center 

・ ヒアリング概要 

 クリャブ郡の農業機械サービスセンターは、わずか 3 ヶ月前の 2009 年 9 月に設立され

たばかりである。農機は、トラクター（Tajiran 製）3 台、トラクター（MTZ 製）1 台、プ

ラウ 4 台、ハロー12 台、トレーラー2 台、脱穀機 1 台である。 

 農業サービスを希望するデフカンは、2～3ha 程度が平均的な所有面積である。 

 提供する農業サービスの価格は次のとおり。なお、下記価格には、オペレーター代は含

まれるが、燃料代は別途サービスを受ける側が支払う必要がある。一日に耕起可能な面積

は、クリャブの土地は傾斜がきつく、かつ土壌が固いため、最大 3ha 程度である。旧ソ連

時代には 1 シフトで 5ha 程度、1 日に２シフト入れており、1 日の耕作可能面積は 10ha に

達していたので、現在の農機の性能のほどが想像できよう。 

トラクター（耕起）：100 ソモニ／ha  

 現在クリャブの TSC で必要な資機材は、灌漑設備の整備用に必要となるパワーショベ

ル、播種機、種子選別機などである。 

 

 ④ ダンガラ農業機械サービスセンター 

・ 訪問日：2009 年 12 月 12 日 

・ 面談者 

Rahimov Mirzovali Head of Dangara Area Technical Service Center 

・ ヒアリング概要 

現在ダンガラ農業機械サービスセンターにある農機は、トラクター（MTZ 製）2 台、

トラクター（MMZ、ウクライナ製）1 台、トラクター（Tajiran 製）3 台、コンバイン（Tajiran

製）1 台、トレーラー2 台、プラウ 6 台、ハロー10 台、草刈機 1 台、ポテトディガー1 台

となっている。また、所長１人及びオペレーター6 名の人員体制となっている。 

農業サービスは、デフカンを対象としている。郡全体では 900 以上のデフカンがある

が、農機不足によりサービスを提供できるのは 250 デフカンが限界である。実際には 250

を下回る 180～200 のデフカンにしか十分なサービスを提供できていない。1 デフカンの

所有耕作面積は 2～10ha が中心である。 

提供する農業サービスの価格は次のとおり。なお、下記価格には、オペレーター代は含

まれるが、燃料代は別途サービスを受ける側が支払う必要がある。2 シフト組んでいるた

め、一日に耕起可能な面積は 7～10ha である。 

トラクター（耕起）：105 ソモニ／ha  

1年間で 1台のコンバインが収穫する面積は約 180Ha、6～8月の 3ヶ月間に使用される。

トラクターは 1 年中使用しており、180～200ha を耕起・砕土作業を行なう。1 年間にトラ

クター1 台からあがる収入は約 3,000 ドル程度である。 
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リース販売を希望する人は多い。現在トラクターについて 10 人とリース販売契約をし

ているが、その条件は前払い 20％、3 年で農機代を返済する内容となっている。厳しい条

件であるため、もう少し返済期間を延ばすなど、条件が緩くなればより多くのリース販売

希望者が現れるであろう。また、15 人がトラクターのリース販売を希望しており、待機中

である。リース販売の場合、維持管理はリース販売を受けたデフカン自身の責任で行なう

ことになるが、希望があれば TSC で対応する。 

また、必要なパーツは全てタジクアグロリージング公社に申請して入手するため、この

TSC にスペアパーツの在庫は無い。 

  国が定める減価償却は年 25％であったが、極端な農機不足を受けて、現在はその制度を

停止している。農機の寿命も特に国として定めてはいない。 

最近、イランから農業サービスを提供する企業がダンガラ郡に進出しており、トラクタ

ー6 台 1 チームで 1 日 20ha の耕起を行なう。但し、1ha あたりのサービス提供価格は 600

ソモニと TSC と比べて非常に高額であり、イラン企業のサービスを受けられるのは一握

りの裕福なデフカンに限られる。そのため、TSC との住み分けが十分になされていると考

えている。 

最も今必要な農機はトラクターである。農機不足のため、冬になっても耕起・砕土作業

を続けている現状を踏まえ、キャタピラータイプのトラクターが望ましい。 

 

（3）農家 

 ① ダンガラ（Dangara）郡ブリョン（Bulyon）村  

・ 訪問日：2009 年 12 月 12 日 

・ 面談者 

Abdlan Azizov   Dekhkan Farms, Bulyon 

・ ヒアリング概要 

家族は 6 人である。 

1983 年製のベラルーシ製トラクターを今も使用しているが、燃費が悪く、頻繁にメンテ

ナンスをする必要がある。本来であれば10月までに耕起作業を終えたいところであるが、

農機不足のため 12 月に入った今も、耕起作業を継続している。この後、雪が降る前に砕

土作業を施す必要がある。 

また、コンバインのロス率は非常に高く、一面緑の草地のように見えるのは、コムギが

発芽したことによるものである。 

 

 ② ダンガラ郡市街地  

・ 訪問日：2009 年 12 月 12 日 

・ 面談者 

Saido Rakhidov Dekhkan Farm, Central District of the Dangara 

・ ヒアリング概要 

家族は 7 人である。 
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デフカン協会に加盟している。タジクアグロリージング公社より、トラクター（MTZ

製）を 1 台リース販売により入手。リース販売は、頭金 20％、金利無しの 3 年間の分割払

い、総額 22,000 米ドルの契約内容となっている。個人ではなく、近隣農家と共同出資で同

トラクターを購入した。 

個人で所有する農地は 7ha。自分の所属するデフカン内以外にも、80～100 ソモニ／ha

にて近隣農家にトラクターをレンタルすることもある。同トラクターが一日あたり耕作可

能な面積は 5～7ha である。 

リース販売の期間は3年と厳しいので、もっと返済期間が長くなることを希望している。 

 

２．他ドナー 

（1）世界食糧計画（World Food Program, WFP） 

・ 訪問日：2009 年 12 月 14 日 

・ 面談者 

Alzira Ferreira Dekhkan Farm, Central District of the Dangara 

Cedric Charpentier Program Officer (Food Security) 

・ ヒアリング概要 

2009 年は記録的なコムギの豊作に恵まれた結果、その意味において「タ」国の食糧安全

保障状況は改善したといえる。WFP では、「タ」国を 19 地域に分類して各種の調査・情

報収集を行なっており、3 ヶ月ごとにその結果を報告書にまとめ、内容を公開している。 

農業機械の投入だけで、どのような効果が得られると考えているのか、プロジェクトの

指標の設定につき、十分に検討する必要があるように思う。例えば、今回コムギの豊作

の最大の要因は、適度な降雨に恵まれたことによるものであった。 

また、他ドナーとのプロジェクトの重複が起こらないよう留意する必要があろう。 

「タ」国の摂取カロリーは、1,800～2,000kcal 程度であり、総熱量としては一定の水準

に達しているといえる。しかし、このカロリーの大半はコムギを始めとする炭水化物か

らのもので、肉、果物等の摂取量が非常に低く、バランスに欠くものとなっている。 

今回 2KR の実施は初めてとのことであるが、政権も落ち着いており、また農地改革もあ

る程度の進捗が見られるため、案件開始のタイミングとしてはよいのではないかと思わ

れる。 

 

（2）国際連合食糧農業機関（Food and Agriculture Organization, FAO） 

・ 訪問日：2009 年 12 月 15 日 

・ 面談者 

Nassim Jawad Coordinator, FAO Coordination Office in Tajikistan 

・ ヒアリング概要 

「タ」国の農業における最も深刻な問題は、綿花栽培者の抱える債務である。他の作

物に転換しようとしている農業生産者は多いが、現在でも綿花栽培が農業分野において

最大の比率を占めている。 
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 また、2 つ目の問題として、農業従事者の生計は、ロシア、ウクライナ、カザフスタン

等への出稼ぎ者からの送金に頼っている状況がある。GDP の 50％が送金によるものであ

る。現在、「タ」国の人口 700 万人に対し、出稼ぎ者は 80 万にと 10％を超えているが、

世界的な経済危機を受けて、「タ」国に帰国する人が増えている。 

 3 つ目に、アフガン情勢は今後国境地域を中心とする「タ」国の農業従事者に大きな影

響を与えるのではないかと懸念されている。タリバン等のテロリストには、傭兵が多く、

この状況が改善されなければ、貧しい農業従事者がその経済的な厳しさ故に、わずかな

金銭を求めて農業から離れることが予想される。 

 なお、牧畜は過去 5 年間で最高水準の生産量を実現している。但し、家畜の疾病の流

行、5 年程度のスパンで生じている異常気象等の要因から、この状況が継続的なものには

ならないと予測している。 

 旧ソ連時代には、灌漑用水・飲料水共に十分に供給される体制が確立されていたが、

現在は老朽化が進み、使用不能な状態に陥っているものも多い。灌漑が整っている農地

では、単収が 2～3 倍に達する作物もあり、灌漑設備の改修・整備は大きな課題といえる。 

 ここで農業案件、特に農機に関連する案件を実施する上で留意すべき点としては、燃

料の入手が困難であること、維持管理能力に疑問が残ること、農機の所有権の問題が挙

げることができる。 

 見返り資金については、とても興味深い制度であると思われるが、「タ」国の状況を鑑

みるに、4～5 年も持てば上出来だといえよう。十分に管理体制、使用にあたっての制度

を検討する必要がある。 

 

（3）アジア開発銀行（Asian Development Bank, ADB） 

・ 訪問日：2009 年 12 月 16 日 

・ 面談者 

Joli Tokeshi Deputy Country Director 

Sarrina Abdulalieva Consultant 

・ ヒアリング概要 

2KR については、他のラテンアメリカ、アフリカで実施されているのに接したことが

あり、非常に歴史のあるスキームと認識している。ここの農業セクターにおける最大の

問題は綿花栽培者の債務問題であるが、農機不足が深刻なこの国において 2KR の実施は

歓迎されると思われる。 

また、もう一つの「タ」国の農業の問題として、法的枠組みが整備されていないこと

がある。「タ」国政府に戦略、法律、関連法令が整っていないことが、農家の営農に大き

な影響を与えている。 

「タ」国においては、多くのドナーが活動しているが、その支援の多くは政策形成面

に集中している。なお、ADB としては今後 3～4 年については、農業分野へのクレジット

は供与しない予定であり、道路整備、エネルギー及び民間セクターに集中させる戦略で

ある。 
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どこの国でも起こりうることだが、特に旧ソ連地域において、農機は中央から供給さ

れていたため、維持管理がずさんになる傾向がある。ここの実情に適した仕様の農機が

調達されるよう、十分に検討する必要があろう。 

現在、ADB では農村開発プロジェクトを実施中であり、その中で「タ」国の農村開発

において、農機不足は大きな問題の一つであることが判明している。しかし、農機の導

入にあたっては、各農業生産者の営農状況について考慮する必要があろう。維持管理に

要する経費と農業生産による収入のバランスについて、事前に計算されてはどうか。 

 

３．NGO 

(1) 全国デフカン協会 

・ 訪問日：2009 年 12 月 15 日 

・ 面談者 

Azizbek Shapirov Chief of the National Association of Dehkan Farms 

Bunafsha Azimova Specialist on project development 

・ ヒアリング概要 

全国のデフカン協会（以下、NADF）がこの全国デフカン協会に所属しているが、全国

に 42,000あるデフカンのうち、現時点で登録されているのは 7,000ほどである。このNADF

への加盟を希望するデフカンは多数いるが、NADF の方にそれだけの受け入れ能力がない

ため、断っている状況である。一方、年会費 100 ソモニの支払いが厳しいとして、脱退

するデフカンも残念ながら存在している。そのため、実施準備が進められている JICA か

らの技術協力支援に非常に期待しているところである。また、管轄する関係にはないが、

各地方には地方レベルのデフカン協会も存在している。なお、NADF に所属するデフカン

の平均所有農地は 13ha 程度である。但し、農地は共有されていることが多いため、実際

の一人当たりの所有農地面積は 0.42ha 程度になろう。 

 NADF の理事は 13 人である。農業関連技術の提供、また NADF の研修を受けたデフカ

ンに対して小額のマイクロクレジットを提供している。マイクロクレジットは、企業支

援を目的として使用されることが多い。 

 また、農機関連のサービスとしては、農機販売店がどこにあるかといった情報提供や

農機技術の研修を実施している。農業機械にかかる研修については、農業大学との覚書

を締結し、講師の派遣を受けている。旧ソ連時代には 54,000 台あった農機が現在ではわ

ずかに 27,000 台となっている。農業セクターからは、大きな利益を生み出すのは難しい

面もあり、新規投入がほとんど無い状況である。 

 農機に関連する問題としては、農機オペレーターの給与は低い水準にあり、技術レベ

ルの高い技術者は、他のセクターに移ってしまうことが挙げられる。農地改革の途上に

ある「タ」国では、現在デフカン数が増加する傾向にあるが、農機の知識の向上は重要

であり、NADF としても農機にかかる研修を実施している。 
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(2) フェイザバッド郡デフカン協会 

・ 訪問日：2009 年 12 月 19 日 

・ 面談者 

Buriev Abubakr Ibragimovich Head of Fayzobod Area Dekhkan Farm Association 

Azizov Yusuf Deputy Head of Fayzobod Area Dekhkan Farm Association

Mansurova Zamira Staff Member of Fayzobod Area Dekhkan Farm 

Association 

Yatimov Ziyoratsho Akramovich Deputy Chairman of Fayzobod Area Hukumat 

・ ヒアリング概要 

会長、副会長、経理等 5 名で本デフカン協会を運営しており、現在 100 デフカン農家

へのサービスを提供している。同協会は法務省に登録されており、定款に沿った活動が

行なわれている。年会費は灌漑地1haあたり2ソモニ／年と、デフカン農家の収入を考え、

低く設定しているため、昨年度の年会費回収額は、6,000 ソモニ（約 1,363 米ドル）であ

った。 

メンバーに対して、同協会では、保有する農機による農業機械サービスを提供してい

るが、価格設定は次のとおり。 

 2008 年 2009 年 

耕起 85 ソモニ/ha 140 ソモニ/ha

（この付近の標準価格）

140 ソモニ

/ha

160～200 ソモニ/ha

（この付近の標準価格）

砕土 15 ソモニ/ha 40 ソモニ/ha

ﾁｰｾﾞﾙﾌﾟﾗｳ 40 ソモニ/ha 50 ソモニ/ha

ﾄﾚｲﾗｰ 5 ソモニ/km 5 ソモニ/km

この価格は、農機を有する農家が近隣農家にサービスを提供する場合に比べてかなり低い

価格設定となっている。オペレーターについては必要に応じて協会が契約し、オペレータ

ーはデフカン農家の支払う総額の 20％を対価として受領する。 

 価格を初めとする様々な事項について、1 年に 2 回開催される協会の総会や、地区ごと

に行なわれる会合において、協会はメンバーであるデフカン農家と十分に協議を行なった

上で方針を決定している。 

 

４．責任・実施機関 

（1）財務省 

財務省は世界銀行、アジア開発銀行といった国際金融機関からの支援の窓口省庁となってお

り、2KR を含む無償資金協力の窓口は外務省となる。 

・ 訪問日：2009 年 12 月 8 日 

・ 面談者 

Jamoliddin Nuraliev Deputy Minister 

・ ヒアリング概要 

今回の訪問目的及び 2KR について調査団より説明を行なった。これに対し、副大臣か
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らは、農業は「タ」国において最も重要な分野であり、2KR の実施を検討していること

に謝意を表する旨コメントがあった。 

日本側より、見返り資金について、財務省としてタジクアグロリージング公社が直接

管理することで問題ないかと確認したところ、2KR のスキームを十分に把握していない

ため即答できないが、おそらく財務省に口座を設けるべきであると考えられるため、タ

ジクアグロリージング公社が直接管理を希望するのであれば書簡を持って申請すべきで

あろうと述べた（注：その後、タジクアグロリージング公社より改めて 2KR について説

明がなされ、財務省としては見返り資金がタジクアグロリージング公社により管理され

ることについて特に問題はないとの見解が示された）。 

また、副大臣からは、同じ「国際一般競争入札」といっても、実際には各ドナーによ

って入札制度が異なるところ、日本の行なう入札に強い関心があるため、入札プロセス

を見るため可能であれば 2KR が実施され入札されるにあたっては訪日を希望する旨述べ

た。 

 

（2）農業省 

農業省は、本計画の実施機関タジクアグロリージング公社の管轄省庁であり、ミニッツには

タジクアグロリージング公社と共に、農業副大臣が署名した。 

・ 訪問日：2009 年 12 月 10 日 

・ 面談者 

Sultonnoebov Yusuf Yusufovich Deputy Minister 

Donierov Tilomurod Ergashevich Head of International Relations Dept. 

Bahriddinov Saidmurod Head of Crop Production Dept. 

Mahmadiev Safar Kalandarovich Head of Economic Policy and Forecasting Dept. 

Fattoev Akbar Deputy Head of Technical Policy Dept. 

Muminov B.N. Deputy Director of Tajikagroleasing 

Khudoiberdiev Kh.S. Director of State Enterprise “Madad” 

・ ヒアリング概要 

  副大臣からの発言内容は次のとおり。 

－「タ」国において、農業は GDP の 21％、労働人口の 67％を占めており、最も重

要なセクターであるといえる。 

－（日本側より研修員を毎年 100名送っているが、そのうち 25名は農業分野であり、

日本としても農業セクターへの支援に力を入れている旨述べたところ）JICA の支

援に対しては、農業省として常に深謝している。また、今回は農業機械不足が深

刻である「タ」国に対し、2KR が検討されているとのこと、実現に向けて農業省

としてできることをしたい。 

－（日本側より、かつてノンプロ資金を活用して調達された農機については、見返

り資金が十分に積立てられなかったことについて触れたところ）前回は直接大統

領府に対して支援が行なわれ、農業省として関与することができなかったが、今
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回は最初から農業省として関与しており、タジクアグロリージング公社と共に十

分責任を果たしたいと考えている。 

－（日本側より農業省としての農業生産者の分類を質したところ）現在、「タ」国に

は、国営企業、民間の農業企業体、そしてデフカン等の農業生産者が存在してい

るが、農業省として明確な分類を行なっていない。これは、今もソフホーズ、コ

ルホーズといった旧ソ連時代からの農場を分解し、個人に分配する農業改革は進

行中であり、過渡期とみなしているからである。 

 また、農業政策「Rural Concept」は英文でも作成しているので、参照されたい。 

なお、1 年間の農業セクターへの予算は 2,400 万ソモニであり、そのうち 3.500 万ソモニ

が農業機械関連に投入されている（調査団注：この 3.500 万ソモニはタジクアグロリージ

ング公社の資本金として投入されたため、農機の購入に充てられたものではない）。 

 

（3）外務省 

外務省は、技術協力及び無償資金協力の窓口省庁となっており、2KR が実施された場合、

E/N 及び G/A は「タ」国側は外務大臣が署名する。 

・ 訪問日：2009 年 12 月 9 日 

・ 面談者 

Ubaidulloev Jamoliddin Head of Foreign Economic Relations Section 

Hojiev Manuchehr Second Secretary, Asia and Africa Countries Dept. (Japan 

Desk) 

・ ヒアリング概要 

Jamoliddin 課長より、「タ」国では農業セクターは国の中心と成る産業であるが、ソ連

崩壊後、新規農機の投入はなく、その不足が非常に深刻であるとして、2KR 調査団を歓

迎する旨コメントがあった。また、具体的にはどのような農機が対象となっているかと

の質問に対し、調査団からは、要請品目としてトラクター、各種トラクター用アタッチ

メント、コンバイン等が上げられており、タジクアグロリージング公社との協議を通じ

て、「タ」国の優先順位を反映させる形をめざしている旨述べた。 

 Manuchehr 日本担当からは、ぜひとも 2KR が実現されるよう、お願いしたい、そのた

めに外務省として対応できることがあったら対応したい旨コメントがあった。 

 

（4）国家統計委員会 

 本報告書では、多くのデータを国家統計委員会（State Statistical Committee、以下「SSC」）

より引用している。今回、ウェブサイト上に掲載されていない情報の提供依頼、また農業セ

クターの情報の収集方法についてヒアリングを行なった。 

・ 訪問日：2009 年 12 月 9 日 

・ 面談者 

Shabozov Mirgand Shabozovich Chairman of the State Committee on Statistics 

Ashurov Ikhtier Saidovich Deputy Chairman 
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Abdulloev Mutalib Head of Agriculture Statistics Dept. 

Gukasova Tatiana Head of International Relations Dept. 

・ ヒアリング概要 

貧困マップについては、2007 年版を現在作成中であるため、提供はもう少し先になると

のコメントがあった。 

また、農業関連情報については、次のとおり説明がなされた。 

－15 日、1 ヶ月、半年及び 1 年の頻度で情報を取りまとめている。 

－情報は、Jamoat（3～5 村の共同体）→郡→州→SSC 本部のラインに沿って報告さ

れる。 

－情報収集の対象は、国営企業・デフカンについては全数であるが、個人の所有す

る農地（自家用菜園）については 10％程度のサンプリング調査を行なっている。 

－情報は、農業政策を定める上で必須であり、大統領府対する報告は欠かせない。 

SSC に対しては、世界銀行が 5 年間の資金援助を行なっており、1 年半後にその期間が

終了する。また、ドイツ、スイス、スロベニアからは技術協力支援を受けている。 

なお、SSC としての農業生産者の分類を確認したところ、デフカンは個人（Individual）

と集団（Collective）の 2 つとしているとのことであった。なお、所有面積は 1～40,000ha

とそのばらつきは非常に大きい。現在デフカン数は 30,824 に上る。 
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